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濃尾平野およびその周辺地域の第四系の花粉分析学的研究

　　　　　　　一濃尾平野の研究　その２･-
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　Pollen analyses of the Quaternary sediments from
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　Abstract :　Boring cores from the eleven stations of the Nohbi and Ise plains, and surfa。ｅ

sediments on the bottom of the Susaki and Tosa Bays were studied palynologically. Pollenanalytical

results of these sediments are as follow.

　1. As the result of comparison between marine and non-marine surface sediments, it was found

that marine sediments are distinguished from ｎｏｎ･marine by lower NAP and higher fern spore

frequencies.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡

　2. Based on this fact sedimentary environments of boring core samples were estimated.

　3. Conifers were very scarce in amount during the glacial stage in the Nohbi plain and they

restored at the interglacial. ０ｎ the other hand, at the Ise plain they persisted throughout the glacial

stage.

　From this fact the diminution of conifers from the Nohbi plain was considered as due to the

depletion of the montane coniferous zone （Abieｓ-Ｔｓｕｇａzone) located on the slope of the Pacific side

but not on the Sea ｏｆいJapan side at present. And so the climate similar to that∧of the Sea ｄ Japan

side prevailed during° the glacial stage at the Nohbi plain and it restored to the climate of the Pacific

side type during the interglacial including post glacial stage. ０ｎ the other hand) at the Ise plain its

climate was the Pacific type throughout the deposition.

　4. Sediments including Ｌａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａpollen　werefound from both plains and their stages were

estimated to be approximately synchronous with Atsuta formation. The climate of this stage was also

discussed.

　5. Finally the main results of pollen analyses were summarized in Table 9.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．　は　じ　め　に

　伊勢湾周辺には濃尾平野をはじめとして西岸部には四日市，松阪地区にわたって伊勢平野が広く

分布している．これらの海岸平野や伊勢湾海底については多数のボーリングがおこなわれ，それら

の資料をもとに地下構造の解明か試みられてきた．その結果この地域の海岸平野は第四紀中期以降

の海水準の変勁と密接に対応して形成された可能性が強いこと，層序学的には下部より熱田層，第

一砂牒層，濃尾層，南陽層などか互いに不整合に堆積していることが認められている（古川1971,

1972).ただこれらの層序学的知見は生物化石群の調査結果や堆積学的な調査結果などで襲付けら

れてはじめて正確を期すことができる．

　本論文は上述の地域のオールコア・ボーリング試料に含まれる化石花粉を調査し，堆積の時代や

環境を明らかにし，これら海岸平野の発達史の解明に寄与せんとしだものである．

　また.これら試料には多くの海成堆積物を含んでいる.海水と淡水下とでは堆積環境か大いに異り
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それらに含まれる花粉組成も同－でないことが十分に予測される．したがって本論に入る前に予め

海底表層の堆積物中の花粉組成は陸上の植生を如何に反映するかを明らかにする必要がある．本論

文では土佐湾，須崎湾の表層底質の花粉分析結果を示し，海成層の分析結果の考察の一助とした．

　ボーリング・コアは農林省東海農政局より提供されたものでありjまた現地調査に際しては三ｍ

県下の関係耕地事務所および愛知用水公団の方々からいろげろ御便宜を与･えられた．とくに当時の

東海農政局資源課の古川博恭氏，高知大学地質学教室の満塩博芙氏に現地調査ならびに分析結果

の検討にあたり数々の御援助をいただいた．また,･表眉底質の試料は東京大学海洋研究所の淡青丸

　（ＫＴ－70－3）のドレッジサンプルの一部および1968年土佐湾魚群調査（高知県）の際のドレッ

ジサンプルで高知大学生物学教室岡村収氏より提供された．試料より花粉化石の抽出，分析結果の

作図は高知大学生物学教室川田倫子娘に負うところが大きい..稿をはじ,めるに当り上記関係当局な

らびに諸氏に感謝する．

　なお試料よりの花粉化石の分離は従来の方法によった．詳細は前報（中村，満塩ら1972)を参照

されたい．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒

　　　　　　　　　　　　　　ｎ．海底表層部の花粉.分析

　近時海洋底質の花粉分析が広くおこなわれ海成，陸成両層の花粉，胞子組成に大きな差かあるこ

とが知られてきた．それらの知見を要約すると次のようになる.’＼　　　゛.

　一般に花粉．胞子は海岸から50～100 km以内に90％は落下する(Erdtman 1943, Faegrie and

Iversen 1964).

　海岸をはなれるにつれて花粉・胞子の絶対量は減少し，大型花粉と小型花粉との比は小さくなる

　(Hoffmeister 1954).

　海中にsuspend　した花粉・胞子はsedimentary particleとして行勁し. sedimentologyの法

則があてはまる(Groot 1966, Rossignol 1961, Muller 1959, Cross and Shaefer 1965).

　浅海または近海の底質では花粉組成かlocal vegetatiりｎの影響をうけ，深海または海岸から遠ざ

かるにつれてlocal vegetation の影響は少くなる･(Koreneva　1961, 1964).

　広葉樹やイネ科花粉は過少に表現され，反対に_ｐｉｎｕｓｉシダ類胞子とくにtrilete type は過大に

表現される(Zagwりin and Veenstra 1966).

　ただし，乾燥気候下の植生に由来する堆積物ではシダ胞子か少く，草本花粉か多い(Koreneva

1966).

　いづれにしても海底堆積物中の花粉・胞子は海域によっても寄りの陸上植生，そこからの距離，

潮流，地形，風向，河川の流入量，底質の粒度組成などによって異ることか予想される．したがっ

て各海域ごとに表層底質中の花粉組戊と陸上植生との関係を予め調べておく必要がある．そのよう

な目的をもった底質の花粉分析はわか国では松島湾，尾鷲湾，白浜冲などの報告かあるにすぎな

い（高倉1968).筆者の研究室でも土佐湾，紀伊水道，相禎湾，日,本海，東支那海などの表層底質

の花粉組成が調査され，近く発表の予定であるが本諭文では高知県須崎湾，土佐湾でえられた知見

の一部を述べ，海成眉の花粉分析結果の考察の一助としたい．須崎湾は土佐湾に開口し，湾口部の

水深20m,湾奥まで約3.5 kmの内湾である(Fig. 1).いま湾最奥部に流入する桜川の汽水域か

ら須崎湾を経て土佐湾沖140 km （水深2000 m）に至る間の表層底質および桜川沿いの休耕田の表

土の花粉分析結果を示すとFig. 2のようになる. Fig. 2 ii検出された全花粉・シダ胞子類を木

本花粉（ＡＰ）草本花粉（ＮＡＰ）ならびにシダ胞子の三群に大別し，それぞれの頻度を図示した

ものである．これから明らかなようにシダ胞子は淡水域から海水域に移るに’つれのその頻度は急増

する．これに対してＮＡＰは全く逆の傾向を示している．かくしてＮＡＰは土佐湾2000 m 水深部
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Fig. 1. Location map of surface sediments

　of the Susaki Bay.

S●● owm<>}

乙
｀

○
●
４

171

Fig. 2. Distribution patterns of AP, NAP

　and spore frequencies in surface sediments

　on the bottom of the Susaki and Tosa Bay.
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Fig. '3. Distribution patterns of the number

　of AP arid NAP types respectively in sur-

　face sediments on the bottom of the Susaki

　and Tosa Bay.

ではほとんど出現しない．ＡＰは淡水域に比して減少するか前二群ほど著しい変化はみとめられな

い. Fig. 3 はＡＰ，ＮＡＰに群に含まれるpollen type 数の消長を示したものである. NAPの種

類数は汽水域から海水域へと急減するがＡＰは著しい変化は認められない．以上の結果から海成層

ではＮＡＰは種類数，量ともに極度に減少し，過少に表現され，シダ胞子は過大に表現されること

が明らかである．とくにシダ胞子ではＧｌｅｉｃｈｅ戒ａが多く検出され,[Koreneva(1964)が述べた南太

平洋底質ではtrilete typeの胞子が多いことと一致する．またPinusが過大に表現されることは

広く知られているが薄膜部の多い花粉ほど過少に表現される．二次花粉も海成堆積物に広く認めら

れるがいづれの型の花粉も検出される．したがって海成，陸成両層での花粉組成の相違は一次花粉

に限られるようである．以上の結果は目下調査中の日本近海諸地域の底質に共通した特徴である．

　したがって上記の特長は淡水域―汽水域一海水域の堆積環境の相違を示す指標として利用されう

るものと考えられる．ただし上記特徴は日本列島のような温和な海洋気候下の植生に由来する堆積

物に限ることは言をまたない．

Ⅲ．ボーリング・コア

　濃尾、伊勢両平野下の堆積物で花粉分析に用いられた試料は次の11地区のrotary boring machine

によるものである．

１．愛知県中島郡祖父江町馬飼

２・､三重県桑名郡木曽岬村源緑

３．　　．･ノ　　　バ・　　川先

４．愛知県海部郡飛島村（名古屋港海域）
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Fig. 5.　Columnar section of boring core from the Nohbi and Ise plains.

Sandy silt, 5; Clay> 6; Clayey sand.

Organic clay> 11; Graveli 12; Gravelly
analysis horizon.

1; Sand, 2; Silty sand> 3; Silt, 4;

7; Peat, 8; Silty clay, 9; Shell, 10;

clay, 13; Gravelly sandj 14; Pollen
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５に示した．また花粉分析をおこな

IV.　ボーリング・コアの花粉分析結果

Ｉ Ａ．　馬飼地区(Ma)　Tab. 1 , Fig. 6

　木曽川河床の試料で分析結果の詳細はTab. 1に，主要な種類の消長はFig. 6に示した．花粉

組成から次の三時代に区分することかできる．上層より

　1.カシ・ナラ・草本時代.（ＲⅢａ）（深度1.9-8.0m,試料番号6－64）

　深度8.0mから上層に向かってＰｉｎｕｓ， Ｑｕｅｒｃｕｓは徐々に増加をはじめ・Ｃｙclobal印ｌｏｐｓiｓ（常

緑カシ類）は減少しはじめる. Gramineae, ArtemisiaなどＮＡＰ,の増加も顕著である.C14測

定値は深度2.1-2.2mで1570±lOOY.B.P (Gak-3142), 3.2-3.3 mは1920±110 Y. B.

P (.Gak-3143)である．したがってこの期間の年間堆積速度は0.3cmとなる．

　この程度の堆積速度が紺持されたとすると本時代の下底部（－8.0m）は3000～3500年前とみな

される．したがって本時代は縄文後期から弥生時代後期にかけての植生の変化を反映していること

になる．上の推定か正しければ,この時代は繩文海進終末期，農耕の開始時期と一般にみなされる森

林の破かい，海退にともなう裸地の形成，先駆植物の進入などが花粉組成にも反映しているはずで

ある．分析結果でＡｒtｅｍｉｓia-,Gramineae. Cyperaceaeの連続出現などは海退にともなって湿地，

裸地が増加してこれら草本類が急速に侵入したことを示吟している．またＣｙ ｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓの減少

とともにＱｕｅｒｃｕｓの増加は農耕によるカシ林の破かい，ナラなどの二次林の増加などを示してい’

るのであろう．また草本類の増加は耕地の増加による雑草の侵入もその一因であることはいうまで

もない．したがって本時代は筆者らの時代区Ｒｍａに相当する．なお当時の海水面の変動に関して

は後述する.

　2.シイ・カシ・シダ類時代（Ｒｎ）（深度8. 0-27. 5m,試料番号66-205)

　Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓii，Shiiaは本時代にはいりはじめて出現する，海成層であるが下層に移るにつ

れてＰｉｎｕｓ，　Abies,Ｑｕｅｒｃｕｓ，　Ｕｌｍｕｓ，Ｚｅｌｋｏｖａ-ｉ　Ｆａｇｕｓなどが増加する．他方シダ胞子は中層

部に多い．全般的に中層部は花粉化石は少ない．しかしShiｔａ， Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiiなどの常緑樹も

中層部を除いてさほど低下しない．本来ＲⅢａに先行するＲｎ時代は後氷期中では最温暖期に相当

するはずであるがそのような傾向は明瞭でない．ただj）£ｅｒiｓi Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉａなどの暖地性シダが多

く暖帯的植生下にあったことは明らかである.: Gieicfiejiiaは森林密度の低下した時に増加するシ

ダであり，このような裸地化の進んだ時にはGramineae, Ar･たmisiaなどのＮＡＰも増加するは

ずであるか中層部ではそのような傾向は全くない．したがって中層でＧｌｅｉｃｈｅｎｉａの増加するのは

森林密度の低下を示しているのではなくて，当時は縄文海進の最盛期と考えられるから本地区は陸

上植生から最も遠い位置にあったこと，海成堆積物の特徴としてＰｉｎｕｓ，シダ胞子などか過大に表

現されることによるものと考えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　｜
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　3.ナラ・ブナ時代（ＲＩ）（深度28.8-36.45m,試料番号215-259)

　Ｑｕｅｒｃｕｓ・Ｕｌｍｕｓ，Zelfeo，ａ，Ｆａｇｕｓすｉどの北温帯系樹種のみ出現し・Ｓｈｉｉａ，Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎ吋〉ｓiｓヽ

j）£ｅｒiｓt　Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉａなど暖帯系のものはほとんど姿を消しているレただ暖帯系ではＣｅｌtiｓがやや

多く，北温帯系のＪｉｅtｕlaも多い.C14測定値は深度31. 9-32. Omで8730±270Y. B.P (Gak-

3144), 37. 5-37. 6mで10200±220Y.B.P (Gak-3145)で冲積世初期（ＲＩ）に相当する年代

である．Ｒ１時代はWiirm氷期の植生（同地区はブナ帯林が氷期の植生を代表していたと考えら

れる）が暖帯林へ移行する過渡的な時期と考えられる．この時期に一時的に優勢な樹は北日本では

Ｂｅtｕla　ｐｌａりj）岫眼１，西日本では低地でＣｅｌtiｓ,山地でB. grossa (中村，山中1971)などか知

られている．馬飼地区でも木時代よりＲｎ下部にＣｄ£iｓ. Ｂｅttｄａが増加した形跡があるが顕著で

ない．これは海成堆私物なるかゆえであろう．かくして本地区の試料は冲積世初期より弥生時代に

わたるもので，大半が海成層である．したがって当時の詳細な植生の復元は無理であるが概括的な

変遷は知ることができた．

　Ｂ．源緑地区（Ｇう　Tab. 2 , Fig. 7

　木曽川河［㈲の試料で表層部を除き全層が海成層である．下層までSfiiｔａｉ Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ　tｆｉ'

出現する．次の三時代に区分することができる．

G
4
叫ｓＣφｏx)(ダ｀ｏ

乙

゜Ｑダｃ｀βx3如゛ｓ゛呉忿

rU

鴇φφ(ｙが４｀ｅ°なｅβ｀φ゜？Xφｓ
Fer゛

Fig. 7. Pollen diagram of core Ｇ

　1.マツ時代（Ｒｍｂ）（深度0.3-2. 3m,試料番号4-16)

　Ｐｉｎｕｓ,ＮＡＰの急増，広葉樹の急減がみとめられる．このような消長は冲積層最上層に日本各

地でみとめられており有史時代のＲⅢbに相当する.

　2.カシ・ナラ・草本類時代（ＲⅢａ）（深度3.0-7.4m,試料番号19-48)

馬飼地区のＰｉｎｕｓの消長からこれか増加を開始する層位（深度7:4m）を本時代の下限とみなす

ことができる．鳥飼のＲｍａは陸成層であり，本地区では海成層で上述のようにj）tｎｕｓｉ・シダ胞子

は過大に，他は過少に表現されているから各種類の消長は必ずしも完全には一致しないがほぽ馬飼

地区と同様な消長を示している.

　3.シイ・カシ・シダ類時代（ＲＨ）（深度7.6-29.6m,試料番号51-182)

・ＮＡＰの減少期やシダ胞子の増加期は本時代の下層にみられる．これは馬飼地区で述べた縄文海
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進最盛期とみなすことができる．またMyrica (ヤマモモ）の出現期は本地区では深度26.0 m，

馬飼地区では深度22.5mでこれは同時代とみなせる．その他の樹種の消長なども併せ考えると本地

区の下底部は馬飼地区の深度24mの層準に対比されよう．本地区での堆積速度は馬飼地区のそれに

比べ幾分大である．これは本地区が河口部に位置するためであろう.

　Ｃ.川崎地区（Ｋ）　Tab. 3 , Fig. 8

　源緑地区の東方１ｋｍにあり，木曽川のー支流，鍋田川河口に位する．試料は表層部を除きいづ

(M) K

Figﾝ8. Pollen diagram of core K.

れも海成堆積物である．下層部のみ分析した．次の二時代をみとめることができる.

　1.カシ・モミ・シダ類時代（ＲＨ）（深度30. 4-37. 00m,試料番号4-42)

　Ｃｙｃｌｏｈａｌａｎｏｐｓiｓ，Ｓｈｉｉａが出現するほか落葉広葉樹も少なくない. Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉａ,Ｐ£ｅｓiｓ tｌど暖

地性シダ類も出現し，馬飼地区のＲＨの下層部ｋ対比される．しかしMyricaは本地区では出現し

ない．したがって前二地区(Ma,　Ｇ）でみられたＭｙｒｉｃａ出現層位よりさらに下層に梢当する.

　2.ナラ・ブナ時代（ＲＩ）（深度37. 00-43. 00m,試料番号48－78）

　暖帯系常緑広葉樹は出現せず，暖地性シダ胞子も検出されない．暖帯系のＣｄ臨はわずかにみ

られるが最下層では出現しない．北温帯系のＦａｇｗｓ．　 Ｑｍ･ｅｒｃttｓ，IJlmｕｓ，Ｚｅｌｋａｒｕａなど落葉広葉樹

が多く，北温帯的植生下にあったことは明らかであるレまたこの時代はシダ胞子も高率であるが，

Gramineae, Cyperaceae,　Ａｒtｅｍｉｓia，Ｔｙｐｈａな,とのＮＡＰも少なくない．下層より上層へ海進

の進行していることを示している．汽水または浅海成堆積物よりなると考えられる．

　Ｄ．名古屋港西部地区(No. 5-2)　Tab. 4 , Fig. 9

　名古屋港西部の海面下の試料で下層部のみ分析した．深度35. 4-37. 2mの間は泥炭層でC14測定
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　　　　　　　　　　　　Fig. 9.　Ｐｏｌ】endiagram of core No. 3―2.

値は18200±500Y. B. P (Gak-2978)である. Wiirm最盛期の年代を示しているか試料不足の

ため分析は不可能であった，それ以外の試料では次の時代を区別することができた．上層より

　1.ナラ・カシ時代（ＲＨ）（深度21.65-26.47m,試料番号18-21)

　Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ・Ｓ肩姐を．含み前述のＲｎ時代に相当する．しかも品心は本時代にはじめて

出現するからＲｎ期の試料とみるべきである.

　2.ナラ・ブナ時代（ＲＩ）（深度30.65-34. 95ni,試料番号24, 27)

　わずか上下二試料であるが上部試料にはＣｙ　clobal。ｌｏｐｓiｓ以外は落葉広葉樹のみでＳｈｉｔａは出

現しない．下部試料ではＣｅｌtiｓはわずかに出現するがＣｙ ｃｌｏｈａｌａｎｏｐｓiｓはもはや出現しない．北

温帯林と暖帯林との移行帯の植生を反映したものでＲ１時代に相当する.

　3.サルスベリ時代（深度37. 65-44. 95m,試料番号30－37）

　Ｌａｇｅｒｓ£ｒｏｅｍｉａ（サルスベリ）のような日本に自生しない種類が出現し明らかに前述の各時代と

は異っている．これと類似した堆積物は前報（中村，満塩ら　1972)で高知県幡多郡山田，その他

中位段丘中の海成層にあることは述べた．伊勢湾周辺では知多半島の野間層，四日市生桑の中位段

丘，後述の四日市近郊(U 1),松阪地区（Ｍ５）などのボーリング・コアで発見されている．

大型遺体では津市小森の中位段丘相当の層位から三木(1948)によって報告されている．その他

ｈａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａを含む堆積物は熊野灘に面する各地，横浜市内の下末吉古層からも発見されたし，

山陰地方では中の海ボーリング・コアでGetweiger亜間氷期相当の層位までこれは検出されるこ

とが最近発見されている（未発表）．また奄芸層群吉野層や大阪層群からも報告されている（島倉

1964,田＃　1969,那須　1970）･.このよ･うにＬａｓｅｒｓtｒｏｅｍｉａは第三紀から第四紀にかけて西日本
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では広く分布したものであるが第四紀に関する限りでは同種の花粉化右は海成堆積物のみから発見

されている．また大型遺体ほほとんど例外なしにＭｅｌｉａ， Ｓａｐｉｕｍを伴っているが花粉化石の場合

はＭｄ伍は検出された例はない．これは海成層なるがゆえでありＭ読αのような暖地性樹種も

共存していたことは確かであろう．Ｌａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａ花粉化石と伴って検出されるものではAbieｓ,

Ｔｓｕｇａ)Ｐｉｎｕｓが多く時にj）ｉｃｅａ． Ｐｏｄｏｃａｒｔｕｓも出現する，広葉樹としてはＦａｇｕｓは少くとも

二型ありＦ.・'ｅｎａtａ以外にＦ. ｉａｐｏｎｉｃａ又はＦ. ha:ｙａtａｅ.を交じえている可能性が強いこと，

Ｃｙclobal。ｌｏｐｓiｓ・Celtis (又はＡがｌａｎａｎｉｈｅ））　XJlmｕｓｙ Ｚｅｌｋｏｖａ,Gelicheniacｅａｅ> Ｐtｅｒiｓ型

シダ胞子を含むことか共通した特徴である．以上の花粉組成から推定される環境はしいて現在の

日本列島に求めるならば，北温帯林下限より暖帯林上部にわたる地域か類似している.,花粉化石の

Ｌａｍｒｓtｒｏｅｍｉａが大型遺体で広く知られているＬ.･ｉｎｄｉｃａ（サルスベリ）であるとすると同種の分

布は亜熱帯～熱帯であるにもかかわらず東北地方以南の低地では広く植栽され開花結実する．した

がって，温帯種と共存することはある範囲内の気候条件のもとでは必ずしも不可能でないように思

われる．また，北温帯種とくにＦａｇｕｓ ｃｒｅｎａはの分布下限（又は南限）は夏季の高温で，暖帯種

とくに常緑カシ類の分布上限（又は北限）は冬季の低温によって支配されることは広く知られてい

る．したがって当時の気候が夏季は涼しく，冬季は現在より温暖であれば現在以上に暖，温両帯の

植物か共存できる範囲は広くなる．白皇紀から第三紀にかけてのいわゆる温室的気候は現在は完全

に住み分けている各種の生物の共住みを可能にした一因と考えるべきであり，第四紀の間氷期にも

そのような気候か程度の差こそあれ残存していたとみることもできる．

　次に本地区のＬＭｇｅｒｓtｒｏｏｎｉａを含む堆積物は多量の火山灰を含み軽石はみとめられないが熱田

層上部に対比されよう．したがってRiss-Wiirm又はそれ以前の間氷期に相当しよう．

　Ｅ．　大鳥居地区(B1)　Tab. 5 , Fig. 10
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　長良川河口部より６ｋｍ上流の揖斐川河岸の試料で下層部のみ分析した．

　ブナ・ナラ時代（Ｗ）（深度28. 8-39. Om,試料番号1-14)

　深度29.5mのC14測定値は11400±300Y. B. P (Gak-2602)でAllerSd期の年代を示してい

る．　したがって分析試料は晩氷期およびそれ以前の堆積物である.　Ｆａｇｕｓ・Ｑｕｅｒｃｕｓ・XJlmｕＳｙ

Ｂａtｕlaなど北温帯広葉樹が多く針葉樹は少ない．ＡＰ以外では最下層部を除きＮＡＰが相応にみ
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　　　　　　　　　　　　　　9jj’　･j- r　ゝ -

られ，シダ胞子も少なくない．したがって淡水又は汽水下の堆積物とみなされる．しかし最下層は

ＮＡＰは少なく・シダ胞子のみ異常に多い．また,Ｃタりｏｂａｌａｎｏｐｓiｓをわずかながら伴っている･

おそらくやゝ温和化した海進時代の試料とみなされよう．深度丿卜32mの礦をWurm最盛期とみ

なすとGetweiger亜間氷期末から晩氷期の間の海水準低下期の消長を物語る堆積物とみなせよう．

また上記牒層より上.部の二試料は濃尾層の一部とみなすぐともできるがここではWiirm氷期とし

て別に区別しなかった．　　　　　　　　　　　　　……

　Ｆ．大島地区(B5)　Tab. 6, Fig. 11　　　し

　長良川河口部の試料で次の三時代に分けることﾌかで海る．最下部の時代を除き，上部の二時代は

針葉樹（7）i?ｔｕｓ，Abieｓ，Ｔｓｕｇａ）が多く，これに次い"Ｃ　Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏ♪ｓiｓが多い. Shｔiaも低率

ながら常に出現する．．これら二時代の堆積物はいづれも海成層で針葉樹は過大に，広葉樹はやゝ過

少に表現されるから常緑広葉樹の優勢な時代とみなず紅る．またシダ胞子はPyrrosiα. Pteris,

Gleich。liai Ｃｅｒａｔｏｐtｅｒiｓなどを含む．したが？て翠帯植生を反映した沖積世の堆積物である．

　1.ツガ・コウヤマキ・カシ時代（ＲⅢａ）（深度4.2^13.9m,試料番号2-28)

　本時代の特徴はＳｃｉａｄｏｐｉりｓ･Ｔｓｕｇａ･Ｃｒｙｐｔｏポ＆iaな･ど如=一時的に増加することである．

Ｓｃｉａｄｏｐｉｔｙｓ　(,コウヤマキ）は現在は鈴鹿山地で(i600-.800.mに分布し，表土の浅い急傾斜地に限

られている．したがってこの樹種の多く出現するどとは，これめ生育に適した表土の浅い急傾斜地

が増加したことか考えられる．これは降雨量の増加か大きな原因であり，しかも繩文海進の終末か

らの海水準の低下も一因と考えられる．このよう心変化は2000~3500 Y. Ｂ.Ｐに日本各地の分析

結果に示されている（中村, 1967).このいわゆる大雨期はＲｍａに相当し，Ｐｉｎｕｓの漸増もこの

時期からはじまる．　　　　　　　　　　　　　　　　’／●

　２．カシ・モミ時代（ＲＨ）（深度15. 8-30. 3m,試料番号30-54)

　ＮＡＰがきわめて少なく，シダ胞子が多い．縄文海進のもっとも進行した時代であることを示し

ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜

｀3. ブナ・ナラ時代（Ｗ）（深度33.0-39.8皿，試料番号57-75)

　前二時代の花粉組成とは全く異りPiiius以外g）針葉樹は劣勢となり，落葉広葉樹は多くなる．

ＮＡＰは下層ほど多い．シダ胞子も少なくない／最下層ではごＣｙ　ｃｌｏｂａｌａｎｃゆｓiｓがわずかに出現す

る．また海水準は下層より上層に次第に上昇してい.るが，すでに浅海性の環境にあったことを示し

ている．また最下層の礦層をWiirm氷期最盛期とみな士と本時代は晩氷期濃尾層に相当する．下

層にＣｙ ｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓの出現はAllerod期を示唆していると考えられる．本来Allerod期は晩

水期中のきわめて短期（約1000年）を花粉分析学的には考えており，濃尾層に含まれる一時代とみ

なすべきであろう．　　　　　　　　　　　　　　　二　，

　Ｇ．小倉地区(U1)　Tab. 7, Fig. 12　　　　ト　　　　，

　四日市市南部の内部川河「I付近の試料である.，深度18. 5 mのＣ;4測定値は」0500±500Y. B. P

(Gak-2601)で沖積世基磐の年代を示している．これを基として次の四時代に区分することがで

きた．　　　　　　　　　　　　　　　　’･　　　　　ノッ　･｀゛ニ

　1.カシ・モミ時代（Ｒｍａ－ＲＨ）（深度6.4二･16.8m,試料番号2-22) .

　Abieｓ， Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ，Ｑｕｅｒｃｕｓが多くざ加垣も出.現する，暖地性シダも多い．堆積物は常

に貝殻を含み繩文海進時代のものとみなされる／しかし最上層め試料はj）ｍｕｓ．Gramineaeが多

　　　　‘　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　.iil7　IJ　｀　　　　　i　　　　　　　　’く海退期初期（ＲⅢａ）の様相を示している．それ以下はＲＨに相当する．　・

　２．ツガ・スギ時代（Ｗ）（深度18.15-30. 7mに試料番号23-37)

　Ｐtｎｗｓ，Abieｓ．　Ｔｓｕｇａが多くＰｉｃｅａも出現する.Ｃりﾂﾞ）z・心�αは下層に向って増加し最優勢
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となる．落葉広葉樹は少なく，Ａｌｎｕｓのみ下層に向って急増するか局地的なものであろう. NAP

も多く汽水又は淡水下の堆積物である．ただし本時代最下層の砂層は明らかに淡水下の堆積物であ

る．深度20-23mの篠層はＢ１地区の磯層（30一万2m）｀と対比されるが，これに次ぐ下層では上述

のように針葉樹が多く，落葉広葉樹はきわめて劣勢である／これに対しｔＢ３地区では針葉樹か少

なく，落葉広葉樹が多い．しかし両地区とも淡水又/は汽水下の堆積を示･しており，おそらく花粉

組成の相違は後背地の植生の違いや河川の規模の差にもとすくもので同一時代とみなすべきであろ

う．またわずかながらＣｙ ｃｌｏｂｄＬａｎｏｐｓiｓが出現し，こり）点もｙ１， Ｂ ３両地区と同様である．した

がってWurm氷期の植生を示しているものと考える.7

　3.サルスベリ時代（Ｒ－Ｗ）（深度31.8-33.7m,試料番号39-45)

　Abieｓ， 　Ｔｓ昭ａｉ Ｐｉｎｕｓが多くＰｔｃｅａも少くないノＣｙ ｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓや暖地性シダが出現し，

Lageratroe庇αが検出される’のが特徴である．　良殼を含み海進期の堆積物で前時代に比べて温和

な気候を示している．名古屋港地区のサルスベリ時代七対比できる･，また四日市市生桑の中位段丘

に同様な組成の堆積物があることは既に述べた通,りである. RisにWiirm又はそれ以前の間氷期

に対比されよう．　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

　４．　モミ･.ツガ時代.(R) (深度38. 0-40. 5m,試料番号418－45）

　Ｃｙclobal。ｌｏｐｓiｓ，ｈａｇｅｒｓtｒｏｅｉ戒ａ，暖地性シダなどか姿を消し明らかに低温化した時代の堆積

物である．前述のツガ・スギ時代上部と植物気候的には差はないよ本時代の針葉樹類は低率ながら

Ｓｄａｄｃゆiりｓ，　Ｚｅｌｋｏｖａ，Ｅｌａｅｇｎｕｓすｉどを伴っている,から亜寒帯種よりも温帯種とみなすべきであ

ろう. Riss又はそれ以前の氷期に対比される．　゛｀　／゛

　Ｈ．西黒部地区(M1)　Tab. 8, Fig. 13　　　十　　　　　　　　　　　　丿

　松阪市櫛田川河口付近の試料で一部を分析した．いづれも海退期の堆積物である．次の二時代に

分けることができる．　　　　　　　　　　　　ｊ．

Depth Ml

　(ｍ)
○

５

|○

15

２０

　.一一.1ﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　一
説　　　　　　　　　十

氏淀．　　　　　　　　　　　　　　，＜
☆レ

ノノペペペペ
ぷづなべべ／／　レジレ

…

…
ﾚﾚﾚ|ﾚﾚli⌒じ

O100‘‾允飛暗晦暗に一唐啖啖ドド““一゛4う乱飛晩に驚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig. 13. Pol】en diagiでam of core Ml.

　　1.モミ・ツガ時代（Ｗ）（深度12.6-13.Om,.:試料番号3－7）

　　Ａｈｉｅｉｙ　Ｔｓｎｇａが多く． Ｐｉｎt↓ｓ＞　Ｐｉｃｅａｔ　Ｃｙｐtｏｍｅｒia　も，少くない．これに反してAlnus以外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k●||の広葉樹は劣勢であるがＣｙ ｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓが出るか巨中間帯的植生を反映していると考えられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　ｌ　－Ｕ１地区のツガ・スギ時代上部に対比される．　　Ｉ
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　2.ブナ・ナラ時代（Ｗ）（深度19. 3-20. Om,試料番号8－14）

　前時代と異りＱｕｅｒｃｕｓ･Ｆａｇｕｓなど落葉広葉樹が優勢であるか　Abieｓ，Ｐｉｃｅａ　も少くない.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Ａｌｎｕｓの繁茂した湿原の堆積物である．前時代に比してさらに低温化した時代でブナ帯植生を示,し

ている．この時代に対比される試料は既述のものは見当らないが恐らくWiirin氷期の一時代を示

しているものと考える.

　I.黒部地区(M5) (深度25. 5-26.2m,試料番号　1. 4)　Tab. 8 , Fig. 14

　M1地区の1.3km北方の試料である．二試料のみ分析した.Ｑｕｅｒｃｕｓ，　ＦａｇＭｓか優勢でＭ１地区

の下層部（ブナ・ナラ時代）に対比される陸成堆積物である．

Depth Ｍ3
･(ｍ)

○

５

1０

j5

2
０
　
　
Ｓ
　
　
３
０

Fig. 14. Pollen diagram of core M3.

Ｗ

　J，西黒部地区(M4.)：･（深度17.65m,試料番号1）　Tab. 8, Fig. 15

　M1地区の東北2.;5kmの吹井浦付近の試料である・Ｃ乃ゆtｍｎｅｒiaが多く，（::％ｃｌｏｂａｌａｎｏｔ＞ｓiｓ　ｉｌ^出

現することにＦａｚｕｓを欠くことが特徴でＵ１地区のツガ・スギ時代下部に対比される.

　ｋ.柿木原地区(M5)　Tab. 8 , Fig. 16

　M4地区の東南１ｋｍの地点の試料である．次の二時代に分けることができる.

　1.カシ・モミ時代（Ｒｎ）（深度4.5-11.5m,試料番号･2-16)

　ＣｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓｔShiiaなど常緑広葉樹が優勢でAbieｓも多い．海成層で縄文海進時代の試料

でありRIIに相当する.

　2y　サルスベリ時代（Ｒ－Ｗ｀）（深度19.95m,試料番号19）

　わずか一試料であるが前述のNo. 3-2, U 1各地区のサレレスベ‘ﾘ時代の試料と花粉組成は同様

である．
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　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ．海水準の変動

　すでに前項でＮＡＰやシダ胞子の頻度をもとに海水準の移動に関して若干の知見を述べた．本項

では時代別にこれを考察する．

　いま各分析試料ごとに検出されたすべての花粉，シダ類胞子を次の四群に大別し各群の相対的な

消長を図示するとFig. 17～25のようになる．ここで

　　Ａ群：暖帯系木本花粉

　　Ｂ群：北温帯・亜寒帯系木本花粉

　　Ｃ群：草本花粉

　　Ｄ群：シダ類胞子（暖地性のものはその存在のみを示した），

　これらfigureは各地区での海水準の変動をＮＡＰとシダ胞子の頻度から推定する目的で描いた

もので木本花粉の細かい区分はとくに必要でもないし，北温帯系，亜寒帯系の区分は検出された

ＡＰすべてに対して必ずしも可能でないため，一応明らかに暖帯系であるもののみを区別し仁．

1. R 111 時代(Fig. 17, 18, 22)

分析試料のなかでこの時代を示す堆積物は濃尾平野のMa, G, B 3各地区のみであった．

　Ｍａ地区ではＲⅢ時代に入るとＮＡＰは

急増し淡水下の堆積物であるpeatでは50関Ｏ竺

％以上になり，シダ胞子は急減する．ただ

本時代初期はシダ胞子の頻度は上層よりわ

ずかに高く，ＮＡＰは低い．おそらく汽水

状態であったと推定される．このことは淡

水堆積物に多いAcritarch　の　Ｃ。zzｃ・が-

ricistむが多く，海産のＣｙ＞ｎａthioｓｐｈｅｒａ

はきわめてまれに発見されることからも推

定される．深度6.0mでは二次花粉が異常

に増加する(Fig. 6 ).この深度の絶対年

代を前述の年間堆積速度0.3 cmをもとに概

算すると2890Y. B. Pとなり弥生小海退期

に相当する年代がえられる．

　いづれにしても本時代に入るとNAP,

シダ胞子の頻度はこまかい増減をくり返し

ており，海進，海退の短期のくり返しの

後，完全に淡水化したことが考えられ，そ

の年代は2500Y. B. P頃と推定されよう.

　Ｍａ地区の下流に位するＧ地区でも本時

代に入るとＮＡＰの増加がみとめられるが

Ｍａ地区に比べると増加の割合いも少く，

依然として海面下にあったことを示してい

５

15

２０

25

35

４０

45

Fig. 17. Total diagram of four pollen and spore

　types of core Ma.

　　1; S. temp. AP, 2; The other AP, 3; Fern

　　spores, 4; NAP, 5; S. temp, fern spores.

る．ＲⅢｂ時代に入るとＮＡＰは急増し，シダ胞子は減少し淡水下の堆積物に移行したことを示し

ている．また二次花粉の増加は深度4. 4 mにみとめられ，Ｍａ地区の二次花粉増加層準と対比され

る.

　Ｂ,3地区はＧ地区に接近しているがＲⅢ初期には，ＮＡＰはきわめて低率で完全に海面下ﾄﾞﾆあっ
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　　　　　　　　　　　　　　　　f　●　　　　f･●

Fig. 18. Total diagram of four pollen and spore･types

　　　of core G (legend see Fig. 17).

頻度が高いことが共通した特一徹である．

(M) K

　Of==

' ・ ｀ ．

たことを示している. NAPの

増加は本時代の中期よりわずか

に見られ，海水準低下の影響が

みとめられるが依然としで海面

下に位置している．Ｇ･，Ｂ３両

地区か海水準以上の高さになっ

たのはＭａ地区のC14測定値よ

りみて1500Y.Ｂ.Ｐ頃と思われ

る．つまりＲⅢｂ（有史時代），

になってからで馬飼地区より約

1000年おくれていることになろ

つ．

　２． Ｒｎ時代(Fig. 17, 18,

　　19ｙ 20， 22, 23, 25)

　この時代の堆積物はMa, G,

K, No.3-2, B 3, Ul, M5

の各地区にみとめられた．暖帯

系の高木やシダ胞子が連続して

出現すること, AP, NAPの

頻度が比較的低く，シダ胞子の

また貝殻や海産？ランク：トンを含むことが多く海成堆積物

　　　　へＭ}ﾀﾞNq3-2・

W-R

Lagcrstrocmia

Fig. 19. Total diagram of four pollen and spore

　types of core K (legend see Fig. 17).

Fig: 20; Tota]diagram of four ｐｏ】lenand spore

　･types of core Ｎ０. 3－2 (legend see Fig. 17).
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０
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０
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Fig. 21. Total diagram of four pollen and spore　　Fig. 22. Total diagram of four pol】enand spore

　types of core Bl (leger!d see Fig. 17).　　　　types of rore- B3 (legend see Fig. 17)／

であることは明らかで繩文海進期のもので

ある. NAPやシダ胞子の頻度からみると

本時代の中期から後期にかけてＮＡＰの最

低値，シダの最高値を示す層位がみられ

る．Ｍａ地区ではこのような層位の年代は

7000～5000Y.Ｂ.Ｐで海進最盛期に相当す

るものと考えられる．このような見地から

みるとＧ地区の試料は繩文海進最盛期以降

のものであり, No. 3-2, U 1, K, M 5

は海進前期のものであるといえる．なお海

道の程度（海水準土.昇の程度）は花粉組成

のみからは適確なことは目下のところいえ

ないが，内湾性の浅海域をでなか･つたこと

は間違いない．

　ろ．Ｒ１時代(Fig. 17, 19, 20, 23)

　Ma, K, U 1， No. 3-2の各地区にみ

とめられた．暖帯系のＡＰ，シダ胞子をほ

とんど欠き, NAPは量，種類数ともに比ヽ

較的多いが．ＲＨ時代に向って急速に減少す･

る．また本時代のＮＡＰやシダ胞子のしめ

(Ｍ)

　　○

５

1０

1５

2０

２５

3
０
　
　
3
5

4０

45

U1

Fig. 23. Total diagram of four pollen and spore

　types of core Ul (legend see Fig. 17).
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Ｗ

Fig. 24. Total diagram of four pollen and spore

　types of core Ml (legend see Fig. 17).

(M) MS

Rll

W-R

Fig. 25. Total diaかam of four pollen and spore

　types of core Ｍ５(legend see Fig. 17).

る頻度はＲⅢａ初期と大差がない．したがって本時代の試料も’浅海域の堆積物であるかＲｎ中期に

比べるとかなり水深は浅かったと考えられる．，

　4. Wiirm氷期(Fig. 21, 22, 23, 24)

　Ｂ 1, B3, Ul, Ml, M3, M4の各地区にみとめられたが，いづれも断続的な比較的短期

間の試料である．したがってWiirm氷期全期間を通じての海水準変動を述べることはできない．

氷期末の年代を示すB 1, U1,それと同じ層準と考えられるＢ３などの試料ではＮＡＰは50～30

％の高率で淡水下の堆積物であろう. Wurm最盛期の試料はNo. 3-2にあるがpeatであり，

明らかに陸成層である.

　Wurm氷期以前の氷期に対比される試料はＵ１地区の下層にみられた．これはＮＡＰも低率で

浅海又は汽水下の堆積物である．　　　　　　　　”!　ブ

　５．間氷期　(Fig. 20, 23, 25)

　ｈａｇｅｒｓtｒｏｅｎｉｉａを含む間氷期の試料はU1 , No. 3-･2, M5の各地区でみられた．これらはい

づれもＮＡＰは低率で明らかに海成層である.I’

　　　　　　　　　　　　　　　VI.気候変化

　すでに述べたよう.に沖積世の試料の大部分は海成層であり，これをもとに詳細な気候変化を考察

することは困難である．とくにＲｎ時代は海進の最も進行した時期であり，一般に最温暖期と考え

られるかその詳細は不明である．これに対してWiirm氷期に相当する試料は大部分か陸成層とみ

なされた．これら試料に反映された後背地の植生は北温帯又はその下部に相当するものと考えた．

いま濃尾平野下の試料（ＢトB 3) (Fig. 10, 11)と伊勢平野下のもの(U 1, Ml, M3, M

4 ) (Fig. 12, 13, 14, 15)とを比較すると花粉組成に明瞭な相違がみとめられる. B 1, B 3で

はAbieｓ
＞　Ｔｓｕｇａなどの針葉樹がきわめて劣勢で落葉広葉樹が多い．これに対してU 1, Mlその

他の伊勢平野下のものは針葉樹が多く，落葉広葉樹が少ない．伊勢平野下でみられるこのような針

葉樹＞落葉広葉樹の関係は海底堆秘物で一般的にみられる傾向であるか同平野下の試料は陸成層で
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あるから植生そのものに両平野やその後背地で相違があったと考えられる．しかし両平野の試料と

も当時の植物気候は北温帯下部又は中間帯的であったと考えられることは前述の通りである．また

表日本では中間帯にｙ1占洒. Tsuga時にＳ　ｃｉａｄｏｐｉりｓなどの針葉樹帯が存在し，裏日本斜面では

これを欠いていることは周知の事実である．その原因としては表日本と裏日本との気候条件の対称

的な相違があげられている．濃尾平野の後脊地には飛騨，白山，伊吹山地などがあげられる．これ

ら山地の日本海側斜面は裏日本型気候下にあるが，濃尾平野に面する斜面は現在でもやや裏日本型

の気象の影響をうけた表日本型気候下にある．したがってWiirm氷期には裏日本型の気候がこれ

ら地にまで卓越していたために中間帯にÅ＆ａ・Tsugaを欠いていたことか考えられる．これに

対して伊勢平野の後背地（鈴鹿山脈，布引山地など）は氷期にも終始，表日本型気候のもとにあっ

たのではないかと考えられる．ただ伊勢平野下のMl, M3には落葉広葉樹の多い時代もある．こ

れは中間帯の上方に分布するブナ帯要素がさらに降下した時代，すなわち，より,低温な時代,とみな

すべきであろう．したがって濃尾平野およびその後背地では晩氷期まで卓越していた裏白本型気候

は沖積世（１万年前）に入るとともに表日本型気候への転換を開始したのであろう．Ｒ１時代は針

葉樹は依然として低率でＲＨ初期にばじめて針葉樹は増加し，完全に表日本型へ移行したことか考

えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　また間氷期に対比された試料は濃尾，伊勢両平野下にともにみとめられたが，いづれも･Abies,

Ｔｓｕｇａ，時にＰｉｃｅａ・Ｐｏｄｏｃａｒｐｕｓ・Ｃりｐtｏｍｅｒiaすよど量，種類ともに多い．したがlつて当時の濃

尾平野やその後背地にも表日本型又はそれ以上に海洋的気象条件が卓越していたと考えられよう．

このように沖積世を含めて間氷期と氷期の環境の転換には表日本型気候と裏日本型気候との転換が

濃尾平野では含まれていたと考えることができる.

・以上の結果を要約するとTab. 9のようになる／

　　　　　　　　　　Table 9. Flactuations of vegetation, climate and ｓｅａ･leve】.

Age

Characteristicplants Sedimentary

environment
Climate

Sampling

station
Strata

Nohbi　plain Ise plain

RⅢb Ptnus
NAP Fresh water

　Warm

S. temp, zone

Ｇ
　Upper

Nanryo F.RⅢa
Quercus

Cyclcijalanopsis
SciadoがりSjNAP

Brackish

Marine
Ma, G, B3

RE
皆宏押゜卸

Sfitja.Fern
Marine

　Thermal

　optimumS. temp, zone

Ma, G、Ｋ

Ｎ０．３－２
Ul, M5 　Lower

Nan･yo F.
RI 　　　Fagus

　　　QuercusCeltis, Betula

Marine

Brackish
　Cool　S. temp. -
N. temp. zone

Ma, K

Ｎ０．３－２

Wurm

Fagus

Qzιercti∫

Brackish
　Cold

N. temp. zone

Bl, B3 Nohbi F.

孚享憐

　胆7詣
Fresh water

Bl, Ul

Ml, M3

M4

1st gravel
　bed

Riss-Wiirm

interval

Abies、Tsuga、Fagus

Lagerstroemia　ヽ
Marine

　Mild

.Cool summer

Mild winter

Ul, M5

Ｎ０．３－２
Atsuta F.

Riss
Ａ＆εぶ

Tsuga Brackish
　Cold
N. temp, zone

U1
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Table 1. Frequency (%) table of pollen and spores based on AP of core Ma.
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Sample No. ６ ８ .10 12 14 17 19 21 23 25

迄7

址忿

m昌六

気七ごご

QzιεΓごμj

泣昌治ﾂﾞ自

Bｅt這ａ

なご

昌乙

昌7

Myriica
Pterocarya

Juglans
yjitr

f7?μ∫
訟7

Sｙｍがocos
c･び泌丿

忿乙

晋;l:aceae

詐言ご

念ぷこ

昌諮忿‘

胞ご旨門

宍忿ご“

y漂ｇこ
い

Myrio夕肪山4ｍ
忿旨自

穴訪こθgどzOｧz

批匹7治四

Nymゆhot des
勁営“

宍昌昌こごこ

Monolete spore

　4.1
　1.6
　0.8

　2.1
　0.8
　0.4

　29.1
　17.2
　5.7
　4.9
　6.6

　4.9
　14.4
・2.1

　2.5
　0.4
　1.2
　1.2

　0.4

145.1
　95.1
　11.1

　0.4
　2.5

　0.8

　0.8

　4.5
　13.5

　10.9
　4.7
　5.1
　0.4
　2.0
　2.0
　0.4

　18.7
　13.7
　5.5
　11.7
　7.8
　9.0
　17.9.
　2.0'
　3.1
　4.3
　2.7
　1.2

　0.4

　0.4

　5.4
　98.3
　10.9
　5.1

　1.6

　5.9

　5.5
147.8

　11.8

　　6.3

　　4.2

　　1.7

　　6.3

　19.7

　16.0

　　6.3

　・　6.3

　　6.7

　　4.6

　19.7

　　5.0

　　2.1

･1.3

　　2.9

　　0.8

　34.4

　67.6

　　9.2

　　0.4

　　0.4

　10.5

　－

　　6.7

　20.2

　9.0

　3.9

　1.6

　2.0

　2.3
　1.2

　18.3

・19.9

　3.5

　9.8
　2.3

　5.9

・11.3

・　1.2

　2.3

　2.0
　2.0

　0.4

　0.4

　0.4

・0.4

　5.1

120.9
　5.5

　14.4

　1.6

　2.3

　67.9

　　13.6

ヅ5.3
　・3.7

　　1.8
　　4.0
　　0.9
　　0.4
　　16.9
　　4.4
　　3.3
　ヽ6.8
　・4.2
　　3.7
　　16.5
　　1.5
　　3.3
　　0.4

　　1.8
　1.5‘
　　0.4
　　0.2

　　0.2
　　1.1

　　0.9
　19.1
　53.0
　13.6

　　0.2
　　6.2

　　3.7

　・9.7
　･36.5

　3.1
　0.8
　0.3

・6.5
　0.3

　22.6
・28.1

　6.2
　1.8
・4.9
.3.9

・9.4
　0.8
　3.9
　3.6
・1.0
・1.0

　26.3
　53.3

･20.8

　2.9

10.0

　5.0
10.5

　4.6

　　5.3

　　4.8

　　0.9

　　3.5

　　2.2

　22.4

　31.2

　　3.5

■2.6
　・4.0

　　1.3
≒4.8

　　1.8

　　2.6

　　2.2

　・4.0
　　1.8

　　0.4

　14.1

　88.5

　25.5

　　0.4

　　2.6

　50.2

　　2.6

　17.2

　　7.8

　　2.1

　・0.5

　　2.3

　　1.3
　・0.8

　23.1

　20.5

　　5.2

　・4.4
　・3.6

■5.7

　・3.4-
　　2.9

　　･4.7

　　5.2
　■ 3.4

　　1.3

　　0.3

　･46.3

　　4.7

　　0.･3

　　3.1

　　2.1

　17.2

19.1
　5.8
　4.3

　1.1
　5.8
　0.7

19.1
13.2

　3.6
　3.2
　1.8
　6.1
　4.0
　0.4
　4.0
　3.6
　0.7
　1.1

　0.7

　0.7

　1.4
21.6
13.3

　0.4

　1.4

　0.4

　7.9
69.1

13.0
　5.8
　2.2

　0.7
　1.8
　0.7

21.6
15.1

　4.7
　9.0
　2.9
　5.0
　5.4
　0.4
　4.3
　1.1
　2.2
　3.2

　0.4

　0.4

　2.2
58.7

　5.8
　0j4

　5.0

　4.0
22.0
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Sample No. 27 29 31 33 35 37 39 ,41 44 46

訟ﾆﾌ

泣2

y昌雲

気訟ツ

Quercus
次ぢS旨回μij

Betula
包7

諮巴　　ヽ

昌？

惚ご。。

Juglans
附き－

5器ご

Symplocos
c｡びlus
忿‰

召;j:aceae

ごごご

乞憐次。

欧諧謔ご

穴17偕忿e゛e

が恋ご“

恰限芯加

MyriopりHum
燧忿自

記μθgEzθｧ1

匈
Trapa
浪尤ご

に‰ｓ，

昌昌ぶ）昌。

13.4
　8.3
　2.9

　3.2
　3.8
　2.2

19.5

13.4
　2.2
　2.9
　4.5
　1.9

12.5
　0.6
　2.9
　1.6
　1.6
　1.9

　0.3

31.0
67.2

　9.3

　5.1

　3.2
　0.3

　0.3

　4.8
16.6

　6.0

　3.9

　2.8

　7.0
　1.8

　0.4

　26.6

　10.2

　3.5

　4.2
　3.5

　2.5

　16.1

　0.7
　3.9

　0.7

　1.8

　2.5

　0.4

　0.4

　82.6
111.0

　10.9

　0.4

　0.7

　0.7

　0.4

　1.4

　9.1

　6.3
　7.8
　1.5

　3.7
　2.6
　1.1

20.0
15.2

　2.6
　1.5
　4.8
　2.6

23.3

　1.9
　1.1
　2.2
　1.5

33.7
90.3

　7.4
　0.7

15.2

　0.7

　0.4

　0.4

　1.9
23.7

12.7
　7.4
　4.1
　0.4

　4.5
　0.8

28.7
　9.8
　2.1
　7.8
　0.8
　5.3
　4.9

　5.3
　2.1
　0.8
　0.4

　0.4

　0.4

　4.5
15.6

　2.9

　5.3

　7.8
48.0

　15.9

　7.'･3

　2.4

レ6

4.1

17.0

13.2

　5.1

1.7.3

　1.4

　3.8
　3.2

　0.3

　3.5

　2j 2

　0.5

　5.1
　1.4

　3.15

　5.7

　1.4
　1.1

　0.3

　0..8

　5.9

22.4

　9.6
　7.4
　3.3

　1.1
　3.0

15.2

13.0
　6.3

13.3
　3.0
　7.0
　5.2

　7.4
　0.4
　1.1
　1.5

　0.4

　□
　0.4
　2.6
　5.6
　1.4

　0.4

　0.7

　6.3
31.8

　3.2
　8.3
　4.1

　1.8
　1.4

37.7
12.0

　3.7
　6.9
　4.
　5.･
　5.

　4.6

　0.9
　0.5

　0.5

　0.5
　8.7

22.5
　6.9
　1.4

　0.9

　4.6

　0.5

　1.8
29.4

　9.9
　4.3
　1.9

　2.8
　3.7

19.5
16.1

　5.6
13.3

　2.2
　6.2
　4.3
　0.6
　4.3
　1.2
　1.6
　1.2

　3.4
　0.3
　6.2
　8.7
　3.7

　1.2

　5.3
18.3

　2.3
12.1

　3.1

　1.2
　0.8

17.6
12.5

　2.7
　5.9
　3.9

　5.5
　3.1
　1.2

　0.4

　0.4

　0.4

　0.4
　4.7･

14.0
　5.9
　0.4

　0.4

　0.4

　3.5
30.0

　2.2
　1.7
　2.2

　5.0
　2.2

34.7
22.0

　8.3
　4.4
　6.6
　2.2
　3.3
　0.6
　2.2

　1.7

18.7
58.3
11.0

　0.6

　3.9

　0.6

　2.2
23.0
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　7.1

　4.6

　1.7

　2.9

　1.3

　0.4

19.7

18.9

10.5

　‘7.1

　5.5

　5.5

　3.4

　0.4
　3.8

　2.5

　2.1

　0.4

　0.4

　0.4

　0.4

15.1

93.2

　9.2

　0.8

　1.3

　7.6

　0.4

　0.8

　2.9

37.4

　6.8
　2.2
　1.8

　2.9
　1.4
　1.8

'28.1
26.6

　6.5
　2.5
　2.5
　5.8
　4.0
　0.4
　4.3
　0.7

　1.4

13.7
41.8
11.2

　0.7

　1.4

　0.4

　4.3

　0.4
　0.4

　2.2
28.1

　3.0
　2.7
　3.0

　2.3
　0.4
　0.4

31.9
16.7
11.8

　6.1
　6.1
　5.7
　3.0

　1.9
　0.8
　0.4
　1.9

　0.4
12.5
55.1

　9.5
　0.4

　6.1

　1.9
29.3

　0.5
　1.0
　0.8

　0.3
　0.8

22.9
17.2

　7.0
　4.9
　2.9

26.8
　3.4
　2.1
　4.2
　1.6

　f.3

　0.3

　2.1
　4.7
　1.8
　0.3

　0.3

　0.8

　1.0

　3.4
23.9

　2.7
　8.2
　1.4

　0.3
　0.3

24.8
22.1

　4.4
　8.8
　5.4
　7.5
　2.7
　0.7
　6.1
　2.7

　1.7

　0.7

　1.･7
　2.4
　1.0

　0.3

　1.4

　4.8
25.2

　　1.8
　　3.6

　　1.8

　　0.7

　　0.4

，　25.9

　　25.9

　　5.0

　　9.0

　　3.2

　　7.2

　　1.8

　　0.4
　　6.1

　　3.2

　　3.6

　　3.2

　　1.1

　　0.4

　　4.0

　･23.4

　0.3
　5.4
　1.1

　1.0
　1.0
　0.3

24.0
25.6

　5.8
　7.0

　3.5　6.4

　5.1
　1.9
　4.5
　1.3
　1.0
　1.3

　1.0
　1.0
　5.1
　2.6

･ 0.3

　0.6

　2.6
22.4

　2.6
　8.5
　2.2

　0.8

19.2
22.6

　4.1
　5.2
　4.4
　8.5

　3.0
　2.2
　9.3
　0.8

　4.4

　3.0
12.2

　リ

　0.4

　1.5

　3.7
38.9

　2.2
10.6

　2.0

　1.1
　0.6

21.3
17.6

　5.8
　ち.9
　5.9
　7.8

　2.8
　1.1
　6.2
　2.5

　3.4

　0.3

　0.3

　0.6

1 2.0
　8.1
　2.2

　3.6

　0.6

　9.2
49.3

　1.8
　4.7
　0.7

16.6
36.0

　3.2
　7.2
　2.2
　6.5
　4.7
　2.9
　4.0
　5.0

　2.2

　0.4

　0.7

　0.4
　1.4
　2.9
　2.2
　0.7

　0.7

　0;7

　4.3
25.9

　1.4
　4.0
　2.2

　0.7

11.9
31.3

　5.0
11.2

　4.0
　4.7
　6.1
　3.6
　4.3
　7.2

　0.7

　0.4
　2.2
　1.8
　2.9

　0.7

　0.7

　1.118.7

　1.1
　5.4
　1.4

　0.4

12.6
30.2

　5.4
　9.7
　5.4
　7.2
　4.7
　5.8
　3ﾝ6

　3.'6

　1.8

　1.1

　0.7
　3.2
　0.7
　0.7

　0.4

　0.7.

　1.1

　1.1

　4.3
36.4
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　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　Ｗ　　－　　－

Sample N0. 72 74 76 80 84

- -

92 96 100

Pinus
Abies
Tsuga
Ptcea

Crypt.omeria
Sciadoがりs

Podocarpus
Taxどiceae
Q,uercus
Cy clobalanopsis

Cdrpinus　・
Betula

Fagu∫　‘’
Alnus
Shit･α
XJlmu'i
Xelkova
Celt is
Myrica

？ZどΓocarya
Jｕがans
TiLia

Ｆｒａエtritts
尽tゆ£erea
Ｃｏｉ･nus

Symplocos
CθΓylu∫

Salix

Abelia
11eエ
Ericaceae
Cyperaceae

Gramineae ’，
Artemisia　・
Composit‘ae‘
Cheno1>odium
Umbeぶferae

Caryophyllaceae
Thaltctrum

Persicど7rz･α
yむごuni

Elaeguus

Halorrhagis

Mvrioμkyllum
＆zがμαΓ泌
Allsma

Potantogeton
Ｔ郊ｈ
Sparganium

Trapa

Nｙｎゆﾉ＼nides
Gleichenia
P£p-ria
Ceratopteris

Trilete
spore

Monolete spore

　0.3

　1.0
　0.6

　6.7

　28.2

　1.9

　47.4

■ 1.0

　3.2

　0.6

■ 1.0

　2.2

　3.5
　0.6

　0.6

　0.3

23.0

0.6

　1.6

　0.3

　0.6

　0.3

　0.6

　3.8

16.6

　　0.6

　　2.6

　　1.2

　　11.8

　　36.6

　　3.5

　13.0

　3.0

　　7.1

　4.1

　0.6

　■ 5.3

　1 4.7

　　2.4

　　1.8

　■ 1.8

　　3.5

　　0.6

　　0.6

　　1.8

　■3.0

　14.8

■ -50.7

　3.4

　1.3

　1.3

　0.4

　0.4

　4.3
　42.1

　7.3
　5.6

　6.0

　8.2

　2.6

　3.0

　6.5

　5.6

　1.7

　0.9

　0.4

　20.2

　4.3

　0.4

　2.6

　0.4

　4.7
■35.7

　2.＆
　2.8

　1.9
　30.1

　14.1
　6.6
　15.0･
　1.9

■1.9
　9.4
　9.4
　0.9

　1.9

　9.4
　1.9

　5.6

　0.9

12.2
‘84.6

　2.0

‘3j 3

　0.3

　0.3

　9.9

　48.2

　5.9

　5.0

　4.3

　4.6

　5.9

　0.7

　■ 1. 7

　4.3

　0.3

　0.3

　0.7

　0.3

　0.3

　3.3

　0.7

■ 0.7

　4.3

■20.1

　0.6
　3.8
　0.2

　0.4

　17.2
　43.3
　2.1
　6.7
　2.5
　5.0
　5.7

■0.6
　2.7
　3.4

　1.1

　0.4

■1.3
　1.9

　0.2

　0.4

　1.9
1□

　0.8
　3.3
　0.8

　0.4
　0.4

　11.9
　36.5
‘7.0

　5.7■4.5
‘4.5

　3.7
　1.2
　7.0
　7.0
　0.4
　3.3

　1.2

　0.4
■2.9

　2.9

　0.4

　313
20.9

　0.4
　0.8

　0.4

　12.7
　42.2
‘5.7

　7.4
゛4ﾌﾞ5

　5.7

　5.7' 2.5
　3.7
　5.3

　1.6

　0.4

　0.4

　3.3
‘2.1

　1.6

　2.5

　3.7
‘14.4

　0.6

　3.8

　1.2

　0.3

　9.3

40.3

■5.2

‘10.2

づ.0
　5.8

1 3.8

　1.7

　3.8

　3.2

　0.9

　1.7

　2.6

　1.5

　1.5

　4.6

28.1

　1.5

　9.9

　1.9

　0.4

　0.4

　4.9

　8.4

　5.3

　21.3

　・5.3
■ 6.1

1.1

　1 6. 5

　14.8

　8.7

　0.4

　0.4

　0.4

　0.4

7.2

　0.4

　1.5

　0.4

　2.3

　14.1

110.2
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106 110 115 120 125 144 150 155 160 168 175 ・　180

・6.4
　5.8

・0.5

　0.5

　6.4
　12.2
　4.8

■18.0
　6.9
　5.3
　1.1
　8.5

6.9
12.7

　0.5

　2.1

　0.5
・1.6

　0.5

　1.6

　3.2

･11.7
101.2

　5.2
　6.7
　1.1

　9.3
17.4

　7.0
･10.7
・5.6
・5.2

　0.7
15.2

　5.9
　7.0

　0.4

　0.7

　0.7

・2.2
　3.3

　0.7

　0.7
　1.9

13.7
91.8

・5.8
　6.8
　1.8

　0.4

　6.1
11.9

13.3
　9.4
　3.6
　0.4
　9.4
　8.6
　8.3

　2.2

　0.4

　2.2

　0.4
　0.7

・2.2
・0.7
・0.4

　1.1

・1.4

　0.7
　2.9

16.6
119. 2

　3.5

19.5

　1､0

　0.5

　4.0

　6.5
　5.0

25.5

　4.5

　6.5

　1.0

　7.5

　7.5

・4.5

　0.5

　0.5

　0.5

　1.5

　3.0

　0.5

　1.5

　1.0

　11.5

　･29.5

192.5

　1.3

　7.4

　1.3

　3.4

　12.7

　8.7

　･14.1

　・8.0
　3.4、

　4.0

　･12.1

　■10.7

　･10.7

　・0.7

　1.3

　3.4

　1.3

　0.7

　3.4

　2.7

　22.8

107.9

　■25.4

　6.2

　2.5

　0.6

　0.6

　3.7

　3.1

　・3.7

・14.3
　仕2

　・2.5

･･1.9

　・5.0

　・5.6

　11.2

　0.6

　1.2

　2.5

　1.2

　1.2

　3.1

　・6.8

　28.5

214. 5

　7.2

　7.2

　2.8

　7.7

　9.9

　・5.5
　10.5

　・7.7

　・7.7

　2.8

　・6.1
　14.9

　6.1

　・1.7

　0.6

　0.6

･3.3

　2.2

　・3.3

　・1.9

　・3.3

　6.6

　･90.2

　・4.9

　2.6

　0.3

　0.3

　0.5

　0.5

　12.5

　8.6

　7.0

･7.8
　19.0

　5.7

　4.7

　・3.4

　・8.6

　10.4

　0.5

　0.8

　1.3

　2.1

　・0.5

　1.8

　2.6

　仕2
　54.1

　・6.4.・5.4
　1.0

　1.6
　0.6

　21.4
　15.0
　2.9
　・7.4
　10.2
　5.8
　・8.6
　3.2
　4.5
　・2.9

　0.3

　一1.9
　3.5

　1.3‘

　・1.6
　3.2

　13.4
　70.4

･16.2

　9.7

　1.1

　2.2

　5.9

　2.7
　5.9

･11.3

　5.9

・7.6

・8.6
11.3

・9.2

　0.5

　1.1

・1.1

　9.7
　3.2

　32.9

1-33.9

12.3
　4.8
　0.6

　1.1
　0.6
　0.6

11.8
23.8

　2.8
　4.8
　6.4
　3.6
　9.2
　4.2
　1.4
　7.3
　0.6
　1.1

　0.3

　0.3

　1.4
　3.4

　0.8

　0.8
　0.8

　5.0
28.0

22.1
16.2

　0.5-

　0.5
　1.4

　5.0
　5.4
　3.6
　6.3
　5.4
　6.3
　1.4
　9.0
　6.3
　9.9

　0.9
　2.7

　1.4

　7.2
　0.5

10.-8
80.1
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Sample No. 185 190 195 199 205 215 225 250 256 259

迄7

沁ご

g昌ぶ方

位混作

8;72こふanopsis

宏忿゛

包ｒ

諒比

漂7

惚忿。。

Jｕがans
jjlﾂ

函z45

ざ訳了

Symplocos
Corylus
窓池

召;f;a

Ceae
訟コ

乞燐≧

Ch辰砂odium
Umbellliferae
(万口忿惣尹

に漂ぶ

治こ‰

封
包漂白

穴Zご∂gE£θ7z

jぐSWz刀iU77l

Nymphoides
y昌忙“

詣託言

Monolete spore

12.0
　6.8

　0.4

　0.4

16.0
14.4

　4.4
　7.2

10.0
　7.2
　4.0
　6.4
　3.2
　5.2

　2.4
　4､4

　4.0

　5.6

12.4
82.4

20.4
10.2

　2.2

11.0
　8.8
　2.9
　2.9
　7.3
　7.3
　2.2
　4.4
　4.4
　7.3

　0.7

　0.7
　2.9

　1.5

　0.7
　0.7

　8.0
59.1

　8.9
17.0

　1.5
　0.7

　0.7

　8.1
　0.7
　5.9
　3.7

ii:i

11.8

　6.7
　8.9

11.8

　2.2

　1.5
　0.7

　0.7

　3.7
49.6

10.7
　2.2
　0.7

　0.4
　0.4
　0.7

17.8
11.5

　3.3
　7.7

12.2
　3.7
　4.4
　5.6
　4.8

10.7

　0.4

　0.4

　1.1
　2.2

　1.1

　1.5
　0.4

　9.6
51.1

　　8.6

　　8.1

　18.0

　　6.3

　　1.8
　　7.2

　11.7

　10.4

　　6.3

　　5.9

　　1.8

・13.5

　　0.9

　　2.3
　　2.7

　　3.‘2

　　0.5

　　1.8-

　11.3

　59.4

　7.1

　0.6

　2.5

　0.9

　11.8

　5.3
　15.8

　18.6

　14.9

　9.0
　5.9

　1.2

　0.9

　1.9

　0.6

　13.6

　2､8

　20.8

　0.6

　0.3

　5.9
164.6

　10.4

　2.2

　0.6

- 0.3

　24.4

　0.3

　6.4
　5.9

　32.2

　6.2

　3.6

　2.8

　0.8

　1.4

　0.3

　0.6

　10.4

　2.5

　9.0

　0.8

　5.6

　79.8

　4.1

　2.4

　1.2

　20.7

　8.9
　27.7

　13.6

　14.2

　9.4

　8.3
　0.6

　3.0

　3.0

　0.6

　0.6

　0.6

　5.3

　12.4

　6.5

　1.2

、0.6

　11.2

　0.6

　11.2

200.6

　7.0

　1.6

23.8

　9.8
　1.6

23.8
　3.9

　7.8
　2.7
　0.8

　3.1
　2.3
　0.4

　1.2

　1.2
11.3

　7.8

11.7

　1.6

　0.4
　0.4

　3.9
51.1

　9.0

　0.9

　2.7

11.7

18.0
12.6
12.6

　3.6

12.6
　4.5

　1.8

　1.8

　0.9

　4.5

　5.4
　1.8

　1.8

16.2

　1.8

12.6
21.3
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Sample No. ４ ６ 13 16 19 22 25 28 29 32

詣7

勁ご

Cryptomeria

辿帽l:

Q11とrcus
Cyclohalano夕sis

訟

勁ｒ

がこ

昌r

惚;巴、,。

Jｕがans

jj17:;ya7?z

批ふ-

Cｏりlus

Ｆｒａエinus

弐心。

借ご

忿記

臨1ｺﾞe

訟ご

Umbelliferae

京ご廿

穴芯ご

Sanguisorba
温言禁門

Klaegnus

穴WjαΓzα

ISaぶ5ご;gどz∂z2

Gleicheniaceae

訟‰。ょ

包認大江

Monolete spore

41.0
　0.5

　0.5

　ヽ0.5

　5.0

　2.3
　2.3

21.0

　0.9

　13.5

　0.9

　3.2

　1.4
　6.8

　2.3

155.3

　1.8

　25.7
　6.8

　0.9

　2.3

　3.2
　17.1

41.4
　1.8
　2.3

　1.8

　3.6
　3.2
　3.2
　9.0

11.7

11.7
　0.9
　2.3
　1.4
　3.6
　1.8

　0.5

　3.4

77.4

　2.3
　0.9

　1.8

　0.5

　8.6
31.1

23.9
　3.8
　6.3

　0.4

　7.6
　8.8
　4.6

11.3
　2.1
　2.5

21.4
　0.4
　3.8
　0.4

　0.4

　1.3
45.8

　2.1

　0.8

　0.4

　0.4

　2.5
　0.4

22.7
80.6

14.6
　2.7
　3.5

　0.3

　4.3
　7.3

17.3
　1.9
　1.6

30.0
　1.4
　2.2
　1.1
　0.5
　1.4

　0.3

　0.5

　1.1

10.5

　0.5
　2.4

　0.3

　0.5

17.1
　6.7
　3.5

　0.3
　0.3
　0.3
　9.0
　4.6
　9.0

16.5
　1.5
　1.･2

20.3
　1.5
　1.5
　0.3
　2.9
　1.5

　0.3

　1.5

　1.5
　0.3

14.5

　5.8

　0.9

　0.3

　0.3

16.5

　8.6

　9.9

　1.0

　1.0

　6.3

　5.0

　8.6

14.2

　1.0

　1.7

　19.8

　2.3

　0.3

　1.0

　2.0

　0.3

　0.3

・2.0

　13.2

　1.0

　15.8

　6.3

　0.3

-0.7

　0.3

　0.7

　13.2

　70.6

15.3
　9.2

14.6

　9.8
　3.1
　8.5

17.7
　1.2
　0.6

14.0
　0.6
　1.2

　1.8
　0.6

　0.6

　4.3
　1.8
　16.5

　0.6
　4.9

　0.6

　1.2

　0.6

　32.9
136.0

24.5
　3.9
　4.9

　2.0

10.0
　7.8･
　8.8
　5.9
　4.9
　1.0

18.6

　2.9

　4.9

　1.0
　2.0

15.7

　1.0
10.8

　1.0

　1.0

　15.7
　81.3

　3.0
　8.3
　3.3

　0.3
　1.0

15.2
10.9

　4.0
20.8

　1.7
　3.0

18.2
　0.3
　2.0
　0.3

　1.0

　0.3
　4.0

　0.3
　5.0

13.9

　3.6
　1.3

　0.3

　0.3

　1.0

　0.7

14.2
56.4

　5.1
　6.3
　3.4

　2.9
　1.7

　3.4
　2.3

13.7
　7.4
　4.0
　9.7
　1.1
　2.3
　0.6

　0.6

16.5

　1.1
13.1

　0.6
　1.7
　1.1

　0.6

　0.6

　0.6

　1.1

　1.1

17.7
79.2
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Sample No. 37 44 48 51 54

- -

58 60 62

I^inusi

詫応

Picea

対応禁

胆沢戸y

次ぢ;;tだ77卵瓦丿

完旨

だ

勁乙

聘乙

？なΓθεどirya

漂ご。

指ご

泣雫ご

FΓαヱ函μj

認詣。

詣ご

忿L

Araliaceae

肘昌昌。

Graraineae
と窓ぼごe

Artemi丿必

詰がﾔ

忿応対L。

迄営営

享票7自

Ｐｏはmogetoれ

jyこ1ﾌﾞここ

iaceae

に仏心

包器溜ご

Monolete spore

　0.7
　2.8
　1.1

　1.1

29.4
18.9

　4.2
14.4
. 4.2
.5.6
.11.2

　2.5
　1.1
　1.4
　1.1

　0.4

10.5

　4.2

　0.4
　1.8

　1.7
　1.3

　1.3
　0.3

33.3
15.8

　6.6
. 9.6

　4.6
　8.9
　7.3

. 0.7
　3.6
　1.3
　0.3
　0.7

　0.3

　0.3
. 0.7
15.5

. 5.3

　1.3

　0.3

　5.0
.16.8

　2;
1

　1.4
　0.4

　0.7
　0.7

22.4
13.0

　2.1
21.4

　2.5
　8.8

10.9

　5.6
. 1.4

　4.9
　0.4

　1.1
　6.7

　4.2

　1.4

　0.4

　4.6
.25.9

. 1.3
　3.2
　0.6

　1.9

25.0
20.5

　4.2
11.2

　7.0
　9.3
　6.7
　1.0
　2.2

　1.6
　1.6

　0.3

　0.3

　0.3
　1.0

11.5

　5.1

　1.3

　0.6

　6.7
25.0

　2.9

　7.6

　0.4

　2.9

　0.8

　0.4

　21.8

　11.8

　4.2
　22.3

　6.7

　2.9

　5.5

　ヽ5.0
≒0.8

　0.8

　1.7

　0.4

　1? 7

　.1:2.6

　4.2

　0.4

　0.8

　0.8

　16.8

　54.2

　　0.8

　　7.2

　　2.0

　　1.6

　　0.8

　. 28. 8

　　13.6

　　2.4

　　12.4

　　. 4.8

　　3.2

　　10.0

　　0.4

　　5.2

　　0.8

　　0.8

　　2.0

　　1.2

12.4

　　0.4

　　1.2

　　1.2

　　8.4

　　51.6

　　1.9

　　7.2

　　3.4

　　2.9
　ぱ4

　31.2

　　7.7

　　5.2

　-12.0
　　6.7

　　4.8

　　3.4

　　5.8

　　2.9

　　1.4

　　0.5

　　0.5

　　3.8

　10.6

　　5.8

　1.4

　　0.5

　　0.5

　12.5

- 49.0

　3.4
　3.4
　1.1

　1.5
　1.9
　0.8

28.5
　8.0
　9.5

11.4
　3.8

4.9
　8.7

　1.9. 6.8
　0.8
　0.8
　1.9

　0.4

　2.7
11.4

　4.6

　1.9

　0.8

　9.1
30.4

　3.6
　3.1
　3.6

　0.5
　1.0
　0.5

26.0
　9.9

　2.1
14.6

　5.2
11.4

　7.8
　2.1
　4.2
　1.6

　0.5

　1.6

　1.0
　0.5

11.4

　4.2

　1.6

　2.1
　1.0

18.7
60.8

　3.1
　5.7
　1.3

　0.9

20.2
17.6

　4.4
13.6

　4.4
　7.5

12.8
　3.5
　2.6
　2.2
　0.9
　1.8

　0.4
　0.9

　0.4

11.0

　5.3

　3.1

　1.3

17.6
56.8



199

64 65 67

- - -

74 76 78 80　・ 82 83 、 85 87 89

　3.8
　4.6

　3.4

　0.8

　0.8

　1.3

・0.4
33.2

10.9

　2.1

11.8

　1.3

　6.7

　8.8

　2.5

　3.8

　0.4

　0.8

　1.7

　0.4

　0.4

　3.8

　6.3

　2.1

　8.4、

　23.5

　1.1

　3.7
　2.2

　2.2

　3.7

　0.7
29.6

　8.9

　5.2

12.2

　5.6

10.4

　6.7・

　1.9

　1.9

　1.1

　0.7

　0.4

　0.4

17.4

　0.4

　3.7

　0.4

　8.9

41.1

　3.5
　1.5

　2.5

　0.5

　0.5

　0.5

25.0

10.5

　6.0

10.5

　6.5

　6.0

　8.5

　3.0

　2.5

　2.0

　9.0

　0.5

　6.0

　4.5

　0.5

　0.5

　0.5

　6.0

27.5

10.1
　4.7
　2.0

　1.2
　1.6
10.9
12.5

　9.4
20.7

　5.1
　0.8
　7.4
　4.7
　4.7

　0.4
　0.4

　0.4

　2.3

　0.4
　0.8
　7.4

　0.8

　0.4

　3.9

　1.2

　16.4
.68.6

　4.8

　5.4

　0.7

　0.7

　1.7

12.9

14.6

　6.8

13.3

　5.8

　2.7

16.7

　4.4

　2.0

　2.0

　4.4

　0.3

　0.7

. 0.7

　11.6

. 2.4

　2.0

　0.7

　.0.7

　6.5

41.1

　4.4

　3.2

　1.2

　0.3

　0.6

　2.0

　16.8

　11; 9

　9.6

　16.5

　3.2

　0.6

. 9.6

　7.5

　3.5

　0.6

　3.2

　0.3

　0.3

　2.0

　0.3

　0.6

　2.3

　2.3

　0.3

　0.3

　2.9

　0.9

　0.3

　10.7

　58.9

12.8

　4.6

　1.0

　1.0

　1.5

　9.7

14.3

　4.6
15.8

　6.6

　4.1

10.7

　1.5

　3.1

　2.6

　4.1

　1.0

　1.0
　6.6

　0.5

　1.5

　2.6

　0.5

　1.0

11.2

47.､4

　5.3

　4.9

　2.3

　1.1

　0.8
23.9

　4.2

　6.8

15.2、

　9.1.

　0.4

11.8

、1.1

10.0
　0.4

　1.5

　0.4
　0.4

　0.8

　1.1

20.5.

　レ5

　0.4

　0.8.

　0.4

11.8

38.｡8.

　2.5

10.3

　3.9

　0.5

26.0

16.2

　5.9

14.7

.･2.9

　3.9
　9.8

　2.0

　1.5

　0.5

　1.5

　1.0

　1.0

　1.0

　0.5

　5.4

　2.9

　2.5

　0.5

　1.0

14.2

.45.1

.5.4
　8.8
, 4.1

　3.7
　0.3
23.1

　9.5
　6.8
.14.6

　4.8
　2.0
. 6.1

　1.7
　1.7
　1.4
　0.3
　2.0
　0.3

　1.0

,1.0
10.9

　3.7

. 3.1

　1.7
　1.4

20.7
69.4

　1.2

　8.2

　4.7

　0.4

　1.2

25.7

14.･8

　6.6

　8.2

　6.2

　3.5

　7.0

　2.7

　2.7
　0.8

　2.7

　1.6

　0.4

　0.4

　9.8

　1.2

　2.3

　0.8

10.9

40.2

14.3

　5.3
　1.9

　0.9

　1.9

　1.2

19.5

　8.4

　5.0
14.3‘、

　9.3

　2.8

　4.0

　1..6

　5.3

　0.9

　0.6

　2.5
　0.3

　1.6

　0.3

　9.0

　3.､7
　0.3

　2.5

　0.3

　7.1

24..8

　3.1

　2.2
　1.7

　0.6

　0.8

20.2

17.6

　5.9
14.6

　7.8

　3.9

　6.2

　2.0

　7.6

　3.4

　0.3

　0.3

　0.3

　0.6

　6.7

　0.3

　2.5

　3.4

　1.4

12.0

50.7

　4.3

　6.6
　1.2

　0.4

　0.4

20.3

22.6

　7.8
　7.4

　11.7

　2.0

　3.9

　2.0

　4.3

　0.4

■1.2

　0.4

　2.0

　0.4

　0.8

　0.4

　2.7

　0.4

　3.5

. 3.9

　1.2

　8.2

　42.1

　4.5

　2.1

　1.2

　1.6

　1.2

　12.-7

　26.2

　3.7

　7.4

　･7.8

　7.8

　6.6

　2.5

　3.7

　1.2

　2.1

　2.9

　0.4

　2.9

　　　・●

　2.5‘

　10.3

　0.･41

　4.5

・　3.7

　8.2

　28.3
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Sample No. 91 93 94 95 96

- -

103 107 111

Pinus

苛ご

(7り1)£omeria

Scyado夕fり∫
詣二回

Cyclobalanopsis

勁ご5

箆ご

忿こ

昌7

氾之‰

諧謔｡

指ご

Symplocos
贈忿

認知

Rha?nnus

Malloti↓ｓ
忿］

訟11ｺﾞe

聡ごcご

Umbelliferae
Compositae

優詔忿｡

Fagopyrum
と晨窓巴。

窓芯忿白

fをr∫zcαΓzα
次次

ogeton

ごこ?なこ

liaceae
Pteris
宮司応痙

型訟ぶ)昌。

　6.0

　2.3

　3.0

　0.8

　3.8

　15.8

　21.0

　3.0

　21.0

　6.0
　2.3

　6.0

　4.5

　3.0

　0.8

　0.8

　0.8

　0.8

　3.8

　0.8

　1.5

　3.8

　4.5

　36.8

183.0

　2.5

10.9

　2.1

　0.4

　1.7
18.1

　8.0

　7.1

15.1

　6.7

　1.3
‘10.9

　3.4

　5.0

　0.8

　2.1

　0.4

　1.3

　0.4

　8.8

　2.5

　0.4

　3.8

　1.3

21.4
67.6

　2.4
12.0

　4.8

　0.6
　0.6
　0.3

28.2
　8.4
　8.4

10.8
　3.9
　3.0
　5.7
　1.5
　6.6
　0.3
　0.3

　0.3

　0.6
　1.5

10.8
　0.6
　0.3
　2.1
　0.6

　3.6

　1.8

21.9
84.6

　8.0
　4.4

17.6

　1.6
　1.6
　0.8

10.4
　9.6
　3.2

16.4
10.4

　2.8
　9.2
　5.6
　4.4
　2.4
　0.8
　4.8

　0.4
16.8

　1.2

　7.6

　0.4

15.6
73.2

19.6
　8.1
　6.･0
　0.2

　0.2
　1.6

15.9
　6.2
　6.4
　8.7
　6.7
　0.2
　4.1

　3.5・　9.､0

　0.9

　0.2

　0.2

　0.9
　5. ,8

　1.2
　0.2

　1.2

　0.5
14.3
43.2

・13.0
　9.8
　5.0
　0.2

　2.2
　1.2
　19.8
　8.6

　5.4

　2.2
　0.6
　6.2
　1.8
　5.2

　0.2
　2.6

　0.4

　0.2

　1.0
　8.6

　1.0
　1.0

　0.4

　0.2

　2.4.

16.0
　4.2
　1.9

　1ﾝ3
　6.7

15.4
10.2

　3.2
10.2

　5.1
　1.9
　9.0
　0.6
　6.4
　0.6

　2.6

　0.3
　0.3
　0.6

　0.3

　1.0
　0.6
　4.5

　1.0
　2.6

　1.3

　4.8

　0.6

11.5
17.0

11.9
　5.6
　1.4
　0.7
　0.7
　1.1
　0.4

23.5
10.2

　6.0
　8.1
　7.0
　3.2
　6.3
　0.4
　8.･8
　0.4
　0.4
　2.･8
　0.4

　0.4

　1.8
　2.1

10.2

　3.9

　0.4
　2.5

　1.1

　9.5
32.9

　5.1

　5.1
　2.2

　3.1

　0.9

21.8
　4.4

10.6
　5.7

17.6

　2.4

　7.5

　0.9

　6.2
　0.2

　1.3

　2.6

　0.2

　6.･4

　0.9

　0.2

　4.･0

13.0

14.5
　2.0
　1.7

　0.3
　1.7

･22.8
　6.9

　7.3
　9.5
　4.6
　5.6
　6.9
　0.3
　7.6

　5.0

　1.0

　1.3
　4.6

　3.0

　2.0

　0.7

　7.9
31.7



26'1

113 115･ 119 121 ・ 125 127 137 139 141 143 147 150 176 178 182

　8.0

　1.8

　0.8

　1.0

　3.0

　0.5

31.3

　7.8

　7.3

　8.0

　4.5

　8.3

　7.3

　2.5

　0.8

　1.5

　2.3

　0.3

　‘0.3

　0.5

23.0

　5.8

　2.8

　0.3

12.3

29.0

　7.5

　1.7

　2.4

　2.4

29.2

　9.2

　5.8

　8.8

　2.7

14.6

　8.5

　2.0

　2.0

　0.･7

　0.3

　0.3

　2.4

　7.5

　1.4

　0.3

　8.2

22.8

　7.0

　2.9

　0.5

　0.2

　1.7

　4.8

　0.5
16.8

18.5

　7.2

　8.2

　7.7

　615

　8.9
　0.7

　3.4

　0.5

　1.7

　0.2

　0.5

　0.2

　1.0

　7.9

　7.2

　0.5

　0.2

　0.7

10.3

30.0

10.7

　4.7

　2.6

　0.3

　4.9

　5.2
18.2

12.5

　4.7

　9.6

　3.9

　2.6

　7.3
　0.8

　4.,9

　0.3

　0.8

　3.6

　0.3

　0.3

　0.8

　3.9

　1.0

　3.2

13.0

37.4

18.6

　3.5

　3.2

　1.3

　5.4

　3.8
19.2

　9.0

　3.8

　6.7

　3.8

　4.5

　6.4
　0.3

　4.2

　0.6

　4.2

　0.6「

　0.3

　1.3

　7.0

　1.0

　0.3

　1.0

　8.3

27.5

11.4
　5.4
　1.8

　0.3
　4.2
　1.5
19.2
13.5

　6.6
　9.0
　6.3
　3.6
　5.7
　0.6
　5.7
　0.3

　3.0
　0.9

　2.レ
　6.3

　3.9

　0.3

　4.8

　0.6
　1.2

13.2
46.5

17.6

　2.6

　1.3

　1.3

15.1

　4.7

　7.7

19.8
　8.6

　0.9

　4.3

　0.4

　6.8

　1.7

　3.9

　1.3

　3.4

　1.3

　1.3

　1.3

22.8
122.6

22.1

13.0

　7.8
　0.7

　0.7

　2.0

　2.6

　4､6

.1.9
‘･4.6

18.2
　8.5

　5.9

　1.3
　6.5

　4.6

0.7

　5.9

　1.3

　2.0

30.'6

183.3

　16.7

　10.8

　3.2

　0.5

　7.6

　2.2

　5.9

　4.3

　4.3

　12.4

　8.1

　3.8

　3.2

　n.i

－　1.6

　1.1

　0.5

　2.2

　0.5

　10.3

　　3.8

　　2.7

　50.8

　187. 9

　4.7
　5.9

　1.8

26.0
　8.9

　7.1

18.9

　5.3

　3.0

　7.7
　0.6

　6.5

　1.2

　2.4

　0.6

　0.6

　0.6

　8.9

　3.0

　4.1

55.5

191.1

15.6
　9.0

　4.9

　6.6

　0.8

13.9

　7.4
　3.3

23.0

　6.6

　0.8

　9.0

　3.3

　0.8

　0.8

　0.8

　3.3

　4.1

　2.5

　7.4

　1.6

　3.3

34.4

251.?

　6.3
　2.4

　0.6

　0.6

　1.2

　0.3

23.1
13.5

　3.6

18.0

　6.9

　9.9

　5.4
　0.3

　2.4

　3.0

　0.9

　1.2

　0.3

　1.8

　3.9

　1.5

　0.3

　6.3

　3.3

13.8

98.4

14.3

　4.6

　4.3

　0.3

　0.5.

　0.8

13.8

15.4

　2.4
20.0

　5.1

　2.7

　5.9

　2.2

　3.5
　1.4

　1.1

　0.8

　0.3

　0.5

　1.4

　2.2

　2.7

　0.5

　1.4

14.0

75.6

12.7
　5.8

　1.6

　3.7

　1.1

　7.4
13.2

　3.7

21.2

　6.4

　3.7

　7.4
　1.1

　2.7

　2.7

　2.1

　1.1

　0.5

　1.6

　2.1

　0.5

　7.4

　6.9

　3.2

20.7

12.7

　9.5

10.2

　6.8

　1.7

　1.4

10.2

23.1

　2.0

17.3

　6.8

　1.7

　5.8

　1.4

　1.0

　0.7

　0.3

　1.4

　2.0

　1.7

　4.4

　4.4

24.8

101. ?
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　Table 3.Ｆｒｅqｕｅｎｃｙ（％）tａｂｌｅof pollen and spores based on AP of core Ｋ.

・Sample　No. ４ ７ 10 13 16 22

Pirius

Abies

Tsuga

Picea

Sciadoがりs

Podocarp『

Quercu∫･

Cyclobalaiiopsis

Carpiniis

Betula.

Fagus

Shita.

Alnus

Ultnus

Zelfeoxia

Celtis

Pterocarya

Juglans

Tilia

Ｓｙｍが0C05
μに

Ericaceae

Cyperaceea

Gramineae　　　，

Compositae

Arte-niisia

Chenopodium

Kpilohium

Thaltcけiitn．

Persicaria

Typha

Gleichenia

Pteris

Triletespore

Monolete spore

　12.9

　6.9

　4.1

　2.j

　9.2

　11.5

　16.6

　1.4

11.5

　6.4

　4.1

　4.1

　5.5

　1.8

　0.5

　0.9

　0.5

　1.8

　1.8

　1.4

　1.4

　9.7

68.1

　21.1

　　7.4

　　6.8

　　0.6

　　1.9

　　6.2

　　9.3

　16.1

　　2.5

　　6.2

　　9.3 ■

　　3.7

　　3.1

　　2.5

　　1.2

　　0.6

　　1.2

　　0.6

　　0.6

　　0.6

　　2.5

　　5.0

　　8.1

　19.8

103.5、

　25.5

　19 3

　4.1

　0.7

　0.7

　5.5

　7.6

　12.4　、

､10.4

　4.8

　0.7

　1.4

　2.1

　1.4

　1.4

　1.4

　1.4

　3.5

　9.0

0.9

86.9

　　22.1

　　9.2

　　5.9

　　0.3

　　1.7

　　7.9

　21.8

　　0.7

　　6.3

　　3.6

　　1.7

　　5.0

　　4.3

・0.7

　　1.7

　　0.7

　　0.3

　　0.3

　　1.7

　　1.3

　　3.0

　　2.6

　13.5

　57.4

　19.8

　5.6

　3.4

　0.9

　6.9

28.4

　1.3

10.3

10.3

　2.6

　4.7

　2.6

　0.4

　1.3‘

　0.4

　1.7

　1.3

　0.4

　1; 7

　2.6

　7.7

46.0

42.7

22.1

　4.8

　0.5

　0.5

　1.0

　1.4

　8.6

　1.4

　5.3

　4.3

　0.5

　4.3

　0.5

　0.5

　1.0

　0.5

　3.4

　7.2

43.7



24

8.4

2.5

0.7

　2.1

　1.8

　6.7

41.7

　1.1

11.6

　3.9

　7.0

　3.9

　1.4

　1.8

　1.1

　1.4

0.4

0.4

0.4

1.1

3.2

0.4

2.5

2.1

2.5

5.6

34.0

30

6.0

5.6

1.7

　0.9

　1.7

　5.2

44.3

　2.6

10.8

　6.0

　6.5

　2.2

2.6

1.3

0.9

0.4

1.3

2.2

0.9

5.6

7.3

40.4

42

10.2

11.7

　2.9

2.2

2.2

9.5

　8.8

17.5

　2.2

　9.5

　5.1

　8.8

　6.6

　0.7

1.5

0.7

11.7

　4.4

13.1

79.6

48

5.6

2.2

0.3

0.6

19.0

11.2

11.5

　9.5

15.4

12.0

　2.8

　5.0

　0.8

　0.3

　0.6

　1.4

10.1

　0.6

　2.8

　0.3

0.3

5.0

　　5.9

128.0

54

0.8

2.5

1.7

25.7

　8.3

18.3

　6.6

15.8

7.5

5.0

5.8

1.7

10.0

5.8

.0.8

11.6

　5.0

106.2

66

9.9

2.2

1.6

0.3

0.3

17.0

10.9

10.9

11.8

14.1

　8.0

　5.1

　1.3

　1.6

　1.0

　1.3

0.3

2.9

8.3

0.3

2.6

0.3

7.0

　11.5

138.2

72

3.3

0.5

1.9

　0;5

36.2

　0.5

C
Ｏ

Ｏ
Ｏ

O
ノ

り
乙
１
９

１
″
ｌ

17.9

　1.9

1.4

0.9

1.9

0.9

1.9

7.5

0.9

9.4

3.8

　4.2

100.1

78

6.3

0.4

1.1

203

1.1

34.4

　5.6

　7.8

20.･7

14.8

９
１

　
・
　
・

１
１

1.9

0.4

0.7

　0.7

22.6

　0.7

　3.7

8.5

5.2

57.0
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Table 4. Frequency (.%) table of pollen and spores based on AP of core Ｎ０. 3-2.

Samp】ｅ No.

　　Pi?ｍｓ

　　Abieｓ

　　Ｔｓｕｇａ

　　Ｐｉｃｅａ

　　Ｃｒが）£ｏｍｅｒｉａ

　　Ｓｃｉａｄｏ折りｓ

　　Ｐｏｄｏｃａｒｐｕｓ

　　Ｐｓｅｕｄｏｉｓｕｇａ

　　Ｑｕｅｒｃｕｓ

　　Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ

　　Ｃａｒがｎｕｓ

　　Ｂｅtｕｌａ

　　Ｆａｇｕｓ

　　Shｕ ａ

　　Ａｌ≪≪ｓ

　　Ｕ陥itＬＨ

　　Ｚｅｌｋｏｉｊａ

　　Ｃｅｌtiｓ

　　Pterocaり,α

　　Ｊｕがａｎｓ

　　Tilia

　　ぶりΓax

　　瓦

　　Ｓａｐｉｕｍ

　　Ｌａｇｅｒｓけｏｅｍｉａ

　　Ｃｏｖｙlｕｓ

　　Ｓ�包

　　Ｈに

　　Ericaceae

　　Cyperaceae

　　Gramineae

　　Ａｒ£ｅｉｎｉｓtａ

　　Ｔ＊ａtｒｉｎｉａ

　　Ｓｃａｂｉｏｓａ

　　Ｐｌａｎtａｓｏ

　　Ｐｅｒｓｉｃａｒia

　　J-lalnｒt･hagiｓ

　　Ｍｙｒiophｙllｕｍ

　　Ｔ:ｙが１ａ　　　　　χ

　　Ｎｙ,ゆｈｏｉｄｅｓ

　　Ｃｙｌｅｉｃｈｅｎｉａ

　　Ｐtｅｒiｓ

　　Trilete spore

　　Monoleta spore

18

3.7

5.3

0.5

0.5

23.3

19.6

　6.9

　1.6

10.1

　3.2

　9.5

　1.6

　4.8

　6.4

　1.6

0.5

21

3.7

0.9

3.1

0.9

3.4

10.9

11.8

　9.0

24.5

　4.3

　1.6

15.8

　1.2

　1.9

　1.9

　1.2

Ｑ
／
　
　
９

０
　
　
０

－６－

0.5

1.6

0.5

　5.3

29.7

　0.3

26.0

　8.1

0.3

0.9

　0.3･

18.0

53.3

24

2.5

1.8

2.0

0.3

2.3

12.8

　4.8

　5.3

31.3

　9.8

20.8

0.8

0.8

1.0

3.3

0.3

　0.3

12.3

　5.8

３
５
０

　
・
　
一
　
一

〇
１
１

　0.3

　0.3

11.0

42.3

27

2.8

2.8

0.7

13.9

　1.4

11.2

18.2

10.5

21.0

　9.1

　2.1

2.8

2.8

7.7

5.6

１
　
　
２

Ｃ
S
J
　
　
０

116. 2

30

10.3

10.7

12.9

0.5

0.5

1..7

0..2

　2.5

　2.7

　3.2

　2.2

　3.8

38.0

　4.1

　2; 2，

　0.2

　1.-7

　1.0

0.2

1.8

0.3

　0.2

　0.7

　6.1

22.0

31

　8; 5

19.0

40.0

0.5

0.5

1.5

6.0

1.0

1.6

4.5

1.0

0.5

0.5

3.0

0.5

0.5

2.0

0ｊ5

　1.5

　4.5

59.5

32

3.9

3.1

7.0

1.3

1.8

0.4

4.8

10.6

　2.6

56.8

　4.0

　1.8

　0.4

2.0

2.0

2.6

0.4

2.0

0.4

　014

　7.5

48.4

33

16.7

21.3

12.9

0.7

4.6

1.5

2.3

7.6

3.0

16.0

　4.6

34

　5.7

　2.3

11.4

1.7

　4.6

　1.7

　1.1

　7.4

　1.7

26.2

　4.0

　2.3

　1.7

35

　6.2

14.9

24.5

3.4

1.0

1.0

5
4
2
4

　
I
　
争
　
一
　
一

〇
１
６
３

18.7

　4.3

　4.8

　1.4

0.5

L
Ｔ
)

Ｏ
Ｏ

^

　
Ｉ
　
・
　
・

０
４
１

－
　
ｏ
／
０

　
　
一
　
一

　
２
４

－
　
　
６
０

　
　
Ｉ
　
ゆ

　
　
４
３

0.7

4.6

0.7

0.7

1.5

　1.5

　9.1

22.0

101. 8

1.7

3.4

5.7

0.6

1.1

12.5-

36.5

113. 0

0
0
9
0

　
－
　
一
　
一
　
一

1
1
1
1

0.5

0.5

2.9

7.2

41.8

36

7.4

28.9

25.9

1.5

0.7

2.2

3.7

3.0

17.0

3.0

　1.5

1.5

1.5

1.5

0.7

2.2

0.4

　3.0

　8.1

　8.1

57.7

37

4.7

8.6

11.3

2.0

0.8

　1.6

　4.7

　5.5

　4.7

37.1

　8.6

　5.5

　1.2

　1.6

　0.4

　0.4

2.0

1.7

0.4

5.9

1.2

0.3

0.4

　2.3

18.3

75.3



Table 5. Frequency {96) table of pollen and spores based on AP of core Ｂ１.
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Sample No. １ ３ ４ ５ ,6 '10 11 12 14

Pintis

Abies

Picea

Tsuga.

Cryptomeria

Sctadol>iりs

Pseudotsnga

Quercus

Cyclobalanopsis

Ｃａリiitius

Bｅはla

Fagiis

XJlvius

Zelfeoでａ

Pterocarya

I^hain7itis

Sapium

Tilta

Symplocos

Salix

Ｈに

Ericaceae

Alnu5i

Cyperaceae

G ramineae

Compositae

Ａｒ£emisia

Umbelliferae

£onicera

Patrilma

Iris

Elaegnus

Chenopodium

PersicaΓ必

Potatnogeto･１

Monolete sqore

Triletespore

　9.7

　5.2

　0.4

　0.7

　0.4

　23.1

　10.8

　3.7

　10.1

　16.4

　0.7

　3.4

　0.7

　14.5

　1.4

144.7

　3.0

　0.7

　0.4

56.8

　1.1

　18.5

　2.5

　1.3

　1.3

‘20.4

　11.6

　2.8

　6.6

　4.7

　2.2

　4.1

　0.6

　1.6

　0.6

　0.3

　2.2

　16.6

　3.5

　37.1

　1.6

　0.6

　56.5

　3.8

　10.3

　3.3

　0.9

　0.5

　40.5

　12.6

. 1.9

　7.9

　4.7

　1.9

　2.3

　0.5

　0.5

　0.9

　12.1

　0.5

178.9

　3.7

　48.6

　6.1

　11.7

　2.7

　33.3

　14.4

　6.8

　12.2

　3.2

　‘3.1

　3.2

　0.5

　0.5

　11.7

　0.9

144.0

　2.3

　1.8

36.5

　1.8

　41.2

　3.0

　0.7

　0.7

　0.7

　24.9

　4.5

　1.9

　7.0

’1　3.0

　3.0

　3.0

　6.3

137.6

112.4

　3.0

　23. 7 ･

　50.5

　3.0

　22.8

　2.2

　0.4

　3.1

　35.9

　10.1

　3.9

　6.6

　4.4

　1.3

　2.6

　6.6

　15.3

　26.3

　3.1

　4.4

　0.4

　3.5

101.6

　2.2

　26.9

　1.0

　0.5

　40.0

　10.1

　5.3

　4.3

　2.4

　1.9

　3.3

　4.3

　30.2

　40.3

　2.4

　11.0

　10.5

267.4

　8.2

　22.8

　1.3

　0.4

　8.5

　0.8

　33.8

　0.4

　10.2

　1.3

　6.8

　3.4

　2.1

　2.6

　1.7

　3.8

　45.3

　52.0

　6.3

　8.5

　7.2

295.7

　3.0

　10.8

　10.5

　37.0

　22.1

　0.4

　1.1

　2.2

　4.1

　0.7

　0.4

　1.1

　7.9

　1.9

　4.5

　3.7

　0.4

・0.7

　0.4

　2.6

101.1

　7.5
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Table 6. ＦｒｅqｕｅｎＣｙ（％）tａｂｌｅpollen and spores based AP of core B3.

Sample No.

PtＴｉＵＳ

Abies

Tsuga

Ｐｉｃｅａ

Ｃｒｙｐtｏｍｅｒｉａ

Ｓｃｉａｄｏｔitりｓ

？。ｊ。ｃａび'>us

Ｐｓｅｕｄｏtｓｕｇａ

Quercus

Ｃｙｃｉｏｂｄｌａｎｏｐｓｉ５

ＣｃtＴｐｉｎｕｓ

Ｂｅtｕｉａ

Ｆａｇtiｓ

Shiia

Utｍｕｓ

Ｚｅｌｋｏ-ｕａ

Ｃｅｌtiｓ

？ZどΓθΓarya

£4

SりΓαヱ

Tilia

Sｙｒ

Ｃｏｒｙlｕｓ

Ｆｒａエinｕｓ

Ｓｄｉエ

Sapiｕｍ

Ｗａ‘gela

Ｒｈａｍｎｕｓ

Ｈｅ-Ｅ

Araliaceae

Ericaceae

ALnus

Cyperacae

Gramineae

Ｃａｍｐａｎｕla

Um belli ferae

Ｈｕｍｕlｕｓ

ｈｏｎｉｃｅｒａ

ValeT･＆z刀α

Persicaria

Compositae

Ａ?･tｅyniｓｉａ

Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｖi

Tｙｐｈａ

Potamogeton

Monolete spore

Trilete spore

Ｏｓｍｕｎｄａ

２

４
５
１

　
一
一
一

８
１
３

　
３
２

2.8

9
1
2
3
9
7
　
2

　
I
I
・
一
一
泰
　
　
一

4
2
4
3
4
0
　
４

　
　
　
　
１

7
７
０
０

　
１
・
Ｉ

Ｏ
Ｏ
ｒ
-
1

0.7

111.1

　45.1

４

　5.4

37.7

13.8

　
Ｉ
一

０
４

0.8
8
8
3
5
4
5
Q
り

　
●
一
一
一
・
・
一

〇
3
2
1
0
1
1

1
　
１

８
８

　
・
・

０
０

７
C
O

ｏ
ｏ

i
n

　
一
・
一
・

Ｏ
Ｃ
-
J

Ｃ
Ｄ

Ｏ
Ｏ

126.9

46.9

７

　2

20

　7

８

６

２

０

4
6
4

0

v
£
3
c
ｒ
J

8.1
8
3
9
3
4
7
0

　
一
一
・
―
・
一
φ

2
3
6
3
0
3
4

1
　
１

1.1

0.4

４
９
１

　
・
1
1

8
2
6

　
　
　
１

0.4

　1.1

135.1

　68.6

5
4
9

1
7
‥
ｔ

　
１
１

0.8

5.7

0.4

4
6
9
2
8
8
4
0

　
I
I
争
・
争
一
争
・

2
3
0
8
2
0
4
4

　
　
　
１
１

1.6

４
４
４

　
Ｉ
■
1

0
0
0

0.4

0.9
０
　
７
４

　
－
　
　
一
Ｉ

４
　
９
０

0.4

7
7

5
5

3
4
1

９

５
５
６

　
Ｉ
Ｉ
一

〇
〇
９

１
１

３
８

　
一
一

t
o

c
＝
>

3
8
3
3
5
4
0
＼
a

　
一
・
ゆ
Ｉ
－
一
φ
・

5
8
5
9
3
0
7
り
乙

　
　
　
　
　
１

1.8

0.9

５
９

　
・
一

〇
７

12.3

0.9

　3.5
185.0

椋１

10

８
３
０

　
1
1
1

2
2
8

1
1

３
２

　
φ
ゆ

５
３

0
2
9
4
4
7
3
s
o

　
一
一
一
一
・
・
●
一

8
3
6
3
6
0
4
1

　
　
　
　
　
１

2.7

1.6

4
6
5
4

　
－
Ｉ
・
1

0
9
0
6

0.5

　2.1

72.6

21.9

11

5
8
1
2
3
4
n
o

　
一
Ｉ
儡
－
Ｉ
一
一

9
1
5
0
1
3
0

　
　
１

4
1
5
4
0
2
8
＼
O

　
一
一
・
Ｉ
・
一
・
一

7
0
9
2
7
0
3
3

　
　
１
　
１

4.6

0.2

0.2

0.6

0.4

3
8
2
8

　
一
一
一
一

0
7
0
4

0.4

0.4

　0.8

42.0

12.9

12

５
６
２

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

t
r
-
^

　
―

９
２

　
一
１

０
３

4
6
3
8
0
8
8
1

　
I
I
I
一
一
一
・
自

4
2
6
5
6
0
2
4

　
　
1
　
1
・

1.6

0.3

1.3

4
0
9
8

　
一
一
一
一

〇
６
０
３

0.3

0.9

52.0

18.9

13

　1.8

10.9

　3.3

７
３
４

　
φ
●
一

Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
３

0
9
5
1
8
4
4
4

　
I
争
－
争
儡
　
■
■
　
・

8
1
2
3
1
0
0
1

　
１
　
４

2.5

0.4

0.4

1
9
7
1

　
争
1
1
1

1
v
O

O

L
Ｔ
S

0.4

　1.4

38.0

13.8

14

r
n

C
T
^
Ｏ
Ｎ

　
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｎ
／
″
４
り
乙

　
　
１

６
２
６

　
一
ゆ
・

０
５
０

0
7
5
1
2
6
1
7

　
一
・
・
一
・
一
一
・

8
0
7
2
5
0
1
L
O

　
　
２
　
１

1.1

0.6

6
3
6
9

　
一
一
］
1

0
0
0
6

　
１

0.7

77.5
21.8
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201918171615

り
Ｊ
り
Ｉ
６

　
・
1
1

3
8
7

　
　
４

^
o

1
／
3
L
r
tｒ
ｏ

　
一
一
一
Ｉ

６
／
｀
４
８
０

　
　
５

0.51.1

14.8
18.2
12.2
2.7

5.1

12.5

41.9

21.9

　3.1

13.4
36.5
16.3
1.3

7.0

５
２
９

　
●
一
1

1
0
7

1
2

9.4

0
2
4
5
3
0
L
O

　
・
争
・
争
　
争
一
・
一

1
2
1
0
0
9
0

2
2
116.2

13.7
11.2

５
４
１

Ｃ
-
＾

＼
0

０
^

１
１

９
８
４

　
一
回
Ｉ

１
り
９
７

１>
0
＼
0
0
-
Ｈ

　
Ｉ
一
一
一

〇
／
ｎ
ｖ
7
1

1
2

８

17

０
６

　
・
一

５
０

６
７

　
一
1

5
0

４
３
８

　
一
一
一

〇
５
０

９

５

７

０

2
2
5
5
5
9

　
一
・
一
一
一
一

6
6
0
0
6
1

1
1

８
４
ｒ
o
o
v

ｃ
≪
ｊ

　
・
●
一
一
一

3
1
4
0
2

　
　
１
　
１

2
2
6
1
2

　
一
一
―
一
1

3
4
2
1
3

　
　
　
　
１

0
2
2
3
4

　
畢
・
一
一
1

1
3
3
5
4

　
　
　
　
１

９
ｎ
／
″
４
１
ｒ
ｎ
ｖ

　
一
一
・
準
一

〇
C
N
I
C
Z
J

C
-
-
Ｃ
Ｏ

6
9
5
1
2

　
一
φ
一
一
一

1
1
4
6
2

0
5
3
1
1

　
・
一
一
●
1

6
1
2
2
7

　
　
　
　
２

8
9
3
9
9

　
I
I
一
一
1

1
4
2
5
4

7
6
4
1
6

　
一
Ｉ
Ｉ
一
自

3
2
2
9
6

　
１

１

５

3｡

７
　
５

　
一
　
　
一

ク
″
Ｏ

4.8

1.1

8.5

1.7

4
2
7
2

　
・
・
一
一

つ
乙
Ｏ
Ｏ
Ｏ

2
4
4
4

　
S
嗇
Ｓ
一

（
／
″
０
０
０

５
３

　
一
一

３
１

1.6

2.5

1.3

0.4

７
８

　
φ
争

L
O

O

１
２

　
一
・

１
３

1.01.5

　
争
・
一
一
●
一
一

〇
3
3
5
0
3
1
り

１
　
１

8
6
9
7
5
8
　
0

　
・
一
一
●
一
一
　
　
一

3
3
5
0
3
3
　
１

6
2
8
7
3
4
り
ゐ

　
・
一
一
－
―
一
一

1
6
0
4
2
0
1

1.4

1.0

7
6
6
2
6
5
6
4

　
一
一
一
一
Ｉ
－
・
畢

2
7
7
9
3
0
1
１
Ｊ

4
6
2
0
2
5
1
0
0

　
・
１
４
ａ
Ｉ
Ｉ
畢
一

2
6
3
0
4
0
3
1

　
　
　
　
　
－

4.54.2

0.20.3

0.4

0.20.3

0.2

５
　
２

　
一
　
　
一

〇
　
〇

0.20.30.20.20.3

３
５
２

　
Ｉ
・
φ

４
０
り
乙

3.7

1.1
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Table 7.　Frequency （％）tａｂｌｅof pollen and spores baased on AP of core Ul.
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Table 8.　Frequency {%) tab】ｅof ｐｏ】lenand spores based on AP of core　Ml, M3, M4

　and Ｍ５ respectively.

Sample No.

Ptｎｕｓ

Abieｓ

Ｐｉｃｅａ

'Ｔｓｕｇａ

Ｃりｐtｏｍｅｒｉａ

Ｓｃｉａｄｃゆ1りＳ

Ｐｏｄｏｃａｒ夕ｕｓ

Ｑμどrcus

Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ

Ｆａｇｕｓ

Ｂｅtｕla　・

Ｃａｒｐｉｎｕｓ

ＣＯりlｕｓ

Shiia

Ptｅｒｏｃａｒ：ｖａ

Ｊttがａｎｓ

Ｆｒａｘiｕｕｓ

Ｕｌｍｕｓ

Ｚｅｌｈｏｖａ

Ｃｅｌtiｓ

Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ

Ｍｙｒｉｃａ

ＳりΓax

Ｌｅｇｅｒｓ　tｒｏｅｍtａ

Ｒｈａｎｉｎ　ｕｓ

Pittｏｓｐｏｒiｕｍ

μに

Ericaceae

Ａｌｎｕｓ

Cyperaceae

Gramineae

Compositae

Artemisiα

Ｂｌａｄｉａ

Ｌｏｎｉｃｅｒa

Umbelliferae

PersicaΓ畑

Ｐｏtａｍｏｇｅtｏｎ

Monolete spore

Trilete spore

３

11.6

47.4

　2.5

16.2

9.9

6.2

４
7
c
ｒ
>

　
・
　
Ｉ
　
・

１
１
０

0.6

0.8

0.8

0.8

165.0

　0.6

　3.1

21.4

　1.1

７

16.9

34.7

　3.1

12.1

　3.3

　0.4

　2.6

　4.4

　2.2

　0.4

0.7

0.7

0.4

0.4

176.1

0.4

1.1

4.0

0.7

8

-

　4.6

16.6

14.6

　4.2

　2.1

　0.3

11.6

24.9

　2.1

　1.0

16.6

　0.6

　0.6

56.8

　1.8

　2.1

　0.6

1.8

6.8

0.3

Ｍ１

10
-

0.3

1.7

19.1

27.6

　2.0

　2.5

　5.9

　0.8

　0.8

　0.3

3.4

2.5

43.1

10.2'

　5.9

　1.7

0.6

14.7

1.3

12
-

0.3

9.2

0.9

0.9

0.3

38.2

23
.

　1

.

　10.

19

.

　1

.

　｀1

.

1

6

6

6

3

3

2.8

0.9

86.3

1.3

2.5

4.7

13.0

14

0.7

9.9

1.5

1.1

22.0

25.

　1.

　1.

31.

6

8

8

5

2.6

0.4

0.7

0.4

140.5

　6.7

　1.2

0.4

0.4

1.1

1.3

0.4

15.4

1

-

1.8

2.8

0.7

42.5

20.5

0.4

3.2

3.5

2.1

2.1

1.1

1.4

0.4

16.3

　0.4

2.5

0.4

Ｍ３

４

一

4.2

11.2

2.8

0.3

43.5

　0.6

　9.8

1.1

2.0

1.1

1.1

1.4

0.8

0.3

3.3

17.6

　0.3

　0.6

　4.2

1.4

7.0

0.8



10.6

　8.6

　2.0

10.2

53.2

　2.2

1.2

2.4

0.4

0.8

1.2

0.2

61.2

21.6

25.0

16.4

12.2

1.0

7.6

4.0

　3.1

13.8

　2.0

　7.9

　3.4

　0.6

16.0

26.7

　0.3

　2.0

　1.4

5.3

0.8

0.3

0.3

0.6

16.3

　1.7

　3.4

　2.4

　1.1

0.3

20.2

　8.4

　3.0

25.9

4.0

1.0

0.3

　4.0

45.4

　1.0

　1.7

　2.0

　6.7

0.3

0.7

1.0

2.7

0.3

2.4

1.3

9.4

7.7

2.8

31.6

　4.9

　0.9

　0.9

　0.2

12.5

28.0

　0.6

　1.5

　4.1

　4.3

　1.1

　1.2

38.4

3.2

0.8

18.

19.

1.

1.

1.

6

8

6

6

6

7.3

２
　
　
２

　
一
　
　
　
1

3
　
　
1

13
4
6

　
・
　
・
　
1

1
0
2

0.2

１
　
　
６

２
　
　
２

1.3

21.1

13.1

1.2

1.2

0.8

20.2

　7.3

0.9

29.1

0.7

1.2

0.2

12.7

35.6

0.7

2.1

1.4

4.3

0.9

2.5

0.2

2.1

0.2

0.2

3.0

1.4

0.5

7.9

5.1

5.6

15.3

1.5

0.7

0.3

32.9

19.8

　2.4

　1.9

　4.1

　6.7

　0.9

5.2

0.4

1.1

0.､7

0.4

1.5

1.1

9.4

5.2

　8.4

26.9

3.8

0.7

0.3

　9.4

31.4

　2.1

　0.7

　2.1

　0.7

　3.4

　2.1

2.8

5.2

0.7

3.1

14.0

7.3

215

　7.8

23.8

30.1

0.2

1.2

1.0

9.1

2.7

1.6

17.1

　1.9

1.0

2.1

0.8

0.8

16.9

2.7




	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45

